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緑いきづく火の神の里

こども芸術祭、観客魅了！
第９回阿蘇市こども芸術祭

（写真：熊本ＹＭＣＡ赤水保育園 赤水太鼓）
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　私は将来、獣医になりたいと思っています。も
ともと動物が大好きで、たくさんの動物を助ける
仕事につきたいと思ったからです。また、テレビ
で獣医の仕事のようすを見て、すてきな仕事だと
思ったからです。
　それぞれの人にとって大切な動物が、元気でそ
れを見た人たちも笑顔になり、たくさんの人から

「ありがとう」と言ってもらえるような獣医にな
りたいです。

04　平成 26 年度市政報告会
08　  特集　阿蘇市の教育が電子黒板で変わる！
10　阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース
12　まちの話題
16　人事行政運営状況の公表
18　衆議院議員総選挙
19　阿蘇広域行政事務組合平成２５年度決算報告
20　市役所からのお知らせ
16　　▶ 阿蘇土地改良区総代選挙
16　　▶ 農業委員選挙人名簿の登録申請
16　　▶ 市議会議員一般選挙立候補予定者説明会
16　　▶ 国保高額療養費自己負担限度額の変更
16　　▶ 児童扶養手当法の一部改正
16　　▶ 軽自動車税額の変更
24　暮らしの情報
28　年末年始のお知らせ
29　自衛隊採用試験・食改だより
30　自慢の学校　▶ 一の宮中学校
31　大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.33
32　図書館へ行こう！　▶ オトナの読書案内
33　人権作文　▶ 山部 優太さん

34　くらしカレンダー・お慶び・ご寄付
36　地産地消クッキング　
16　　▶ チキンと野菜の香味ソースかけ
16　さわやかフレッシュマン　▶ 笹原裕平さん
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夢を追いかけて

佐
さ と う

藤 華
か れ ん

恋 さん

　阿蘇体育館で１１月８日、
子どもたちの芸術の祭典、阿
蘇市こども芸術祭が開かれ、
14 団体が出場し、子どもたち
が数カ月にわたる練習の成果
を披露しました。
　ことしは特別ゲストとして
市出身のピアニスト志賀総学
さんによるピアノ演奏が披露
され、芸術祭に花を添えました。
　また、１１月２、３日には、
市文化協会主催の文化祭も開
かれ、約 3,000 人の来場があ
り大いに賑いました。

（写真：山田小の虎舞）

WebTV アソ
動 画
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問　
こ
と
し
２
月
の
大
雪
は
、
波

野
地
域
は
特
に
ひ
ど
く
、
雪
除
け

作
業
の
業
者
対
応
で
は
１
週
間
以

上
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
区
長
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
雪
除
け
が
で
き

た
現
状
。今
後
も
起
こ
る
と
思
う
。

事
前
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登

録
を
行
え
ば
、
区
長
な
ど
の
判
断

で
早
急
な
対
応
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

答
（
総
務
部
長
）

　
昨
年
度
の
大
雪
で
は
区
長
や
地

域
の
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
除
雪
作
業
車
輌
の
燃
料
代
を

市
で
負
担
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
つ
い

て
は
議
会
で
も
質
問
が
あ
っ
て
お

り
、
作
業
中
の
ケ
ガ
へ
の
対
応
な

ど
を
考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
。

問　
波
野
は
消
防
団
員
の
ほ
と
ん

ど
が
地
域
外
に
勤
め
て
お
り
、
昼

間
の
火
災
に
実
際
に
出
動
で
き
る

の
は
１
～
２
人
程
度
。
他
の
過
疎

地
域
で
は
Ｏ
Ｂ
団
員
が
活
動
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
う
い
う

組
織
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

答
（
総
務
部
長
）

　
消
防
団
員
不
足
は
市
全
域
で
同

じ
傾
向
に
あ
り
、
加
入
促
進
ほ
か

各
区
に
は
自
主
防
災
組
織
を
強
化

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。
Ｏ
Ｂ
団
員
制
度
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

問　
波
野
地
区
の
農
林
業
を
近
代

化
す
る
た
め
に
市
役
所
・
農
協
・

森
林
組
合
が
一
体
と
な
っ
た
施
設

が
必
要
。
住
民
へ
の
指
導
か
ら
取

り
入
れ
た
１
カ
所
集
中
型
の
施
設

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
経
済
部
長
）

　
農
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
林
業
関
係
は
、
木
材
価

格
の
低
迷
が
続
く
中
で
、
市
町
村

独
自
の
振
興
策
は
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
現
状
で
は
、
間
伐
の
推
進

や
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど
を
進

め
て
い
き
た
い
。
今
回
提
案
い
た

だ
い
た
事
業
所
の
一
体
化
に
つ
い

て
は
、
波
野
地
区
の
振
興
策
な
ど

が
も
っ
と
明
確
化
し
た
時
点
で
考

え
た
い
。

問　

赤
仁
田
地
区
は
県
境
の
た

め
、
イ
ノ
シ
シ
が
大
分
県
に
逃
げ

込
ん
だ
場
合
、
そ
れ
以
上
駆
除
員

が
入
れ
ず
駆
除
で
き
な
い
。
大
分

県
内
で
も
駆
除
で
き
る
よ
う
許
可

し
て
ほ
し
い
。
イ
ノ
シ
シ
は
ほ
と

ん
ど
が
大
分
県
に
逃
げ
込
ん
で
、

次
の
日
は
ま
た
出
て
き
て
荒
ら
し

て
い
る
の
が
現
状
。

答
（
経
済
部
長
）

　

他
町
村
の
猟
友
会
と
協
議
し
、

産
山
村
、
南
阿
蘇
村
に
逃
げ
込
ん

だ
場
合
の
捕
獲
が
実
施
可
能
と
な

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
他
隣
接
町
村
に
つ
い

て
も
、
捕
獲
範
囲
の
拡
大
協
議
を

進
め
て
い
る
が
、
大
分
県
に
つ
い

て
は
、
許
可
権
限
の
範
囲
が
大
き

く
変
わ
る
の
で
、
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

問　
鷲
の
石
公
民
館
を
か
さ
上
げ

し
、
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

答
（
総
務
部
長
）

　
黒
川
激
特
事
業
に
よ
る
宅
地
か

さ
上
げ
は
、住
家
が
対
象
で
あ
り
、

公
民
館
は
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
。
市
か
ら
も
公
民
館
に
つ
い
て

は
か
さ
上
げ
し
て
ほ
し
い
と
県
に

お
願
い
し
た
が
制
度
上
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
地

域
の
公
民
館
は
地
域
で
の
整
備
・

管
理
で
あ
り
、
市
に
よ
る
対
応
は

難
し
い
。
新
た
な
避
難
所
建
設
も

す
ぐ
に
は
難
し
い
の
で
、
遠
く
な

る
が
大
雨
の
予
報
の
際
に
は
安
全

を
第
一
に
、
山
田
小
学
校
や
隣
接

地
域
の
公
民
館
に
避
難
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　
激
特
事
業
で
建
設
さ
れ
る
遊

水
地
の
堤
防
の
管
理
を
、
県
に
お

願
い
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
返

事
が
な
い
。
外
来
種
の
２
～
３
㍍

に
な
る
よ
う
な
雑
草
が
黒
川
沿
い

に
は
多
々
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

平 成 26 年 度 市 政 報 告 会

市政報告会でのご意見・ご質問の一部（要旨）をお伝えします。
　�第９回目の開催となる市政報告会を１０月１７日の波野地区を皮切りに市内
１１会場で行いました。後半は質疑応答の時間で、本年もたくさんのご意見・
ご質問をいただきましたので一部（要旨）をご紹介します。

ことし 2 月に降った大雪。
（市役所の公用車に積もった雪）
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に
な
ら
な
い
よ
う
、
管
理
関
係
の

申
し
入
れ
を
市
か
ら
県
に
対
し

行
っ
て
ほ
し
い
し
、
予
算
も
確
保

し
て
ほ
し
い
。

答
（
土
木
部
長
）

　
管
理
の
問
題
は
、
将
来
に
わ
た

る
も
の
で
人
手
不
足
、
環
境
面
、

普
段
の
利
活
用
な
ど
、
総
合
的
に

県
と
交
渉
す
る
。
地
元
が
行
う
よ

う
に
な
っ
た
場
合
、
管
理
料
も
交

渉
し
て
い
く
。

問　
旧
乙
姫
小
学
校
に
つ
い
て
、

校
舎
を
解
体
し
て
企
業
の
誘
致
を

お
願
い
し
た
い
。
休
止
中
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
上
寿
園
は
民
設
民
営

と
の
話
を
聞
く
。
乙
姫
で
あ
れ
ば

水
害
も
な
く
景
観
も
よ
く
Ｊ
Ｒ
も

通
り
住
む
環
境
は
最
高
だ
と
思
う
。

答
（
教
育
課
長
）

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
は
ま
だ

検
討
段
階
で
未
定
で
あ
る
。
校
舎

は
耐
震
性
が
な
く
解
体
予
定
で
、

解
体
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
公
有
地
活
用
に
伴
う
庁
内
検

討
会
で
協
議
中
で
あ
る
。

問　
太
陽
光
発
電
が
で
き
て
い
る

が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
進
め
る
上
で
、
山
か
ら

ピ
カ
ピ
カ
光
る
の
は
ど
う
か
と
思

う
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
の
市
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
（
経
済
部
長
）

　

農
振
地
域
以
外
の
農
地
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
が
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら

比
較
的
し
や
す

く
、
市
と
し
て

把
握
で
き
て
い

な
い
。
耕
作
放

棄
地
対
策
は
、

農
業
委
員
会
で

パ
ト
ロ
ー
ル
や

斡
旋
仲
介
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、

市
と
し
て
耕
作

放
棄
地
が
出
な

い
よ
う
に
努
め

て
い
る
。

問　
近
年
、
狩
尾
幹
線
は
「
天
空

の
道
」
と
し
て
、
車
や
バ
イ
ク
の

通
行
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
。
夜

明
け
前
か
ら
上
か
ら
も
下
か
ら
も

ひ
っ
き
り
な
し
で
、
牧
野
へ
行
く

住
民
の
方
が
危
険
を
感
じ
て
い

る
。
安
全
運
転
対
策
や
道
路
拡
張

の
計
画
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

答
（
土
木
部
長
）

　
地
域
の
方
々
が
安
全
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な

い
工
夫
な
ど
地
元
・
警
察
と
も
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
町
村

合
併
後
、
県
道
か
ら
長
寿
ヶ
丘
公

苑
ま
で
の
拡
幅
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
た
が
、
一
昨
年
の
災
害

後
、
休
止
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

長
寿
ヶ
丘
公
苑
か
ら
頂
上
に
か
け

て
幾
度
と
な
く
法
面
崩
壊
や
落
石

が
発
生
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
事

故
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
安
全

対
策
が
急
務
で
あ
り
早
期
改
修
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
激
特
事
業
の
連
絡
協
議
会
が

あ
る
が
、
土
地
改
良
区
と
か
農
業

委
員
と
か
直
接
関
係
す
る
団
体
が

も
う
少
し
入
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
？

答
（
総
務
部
長
）

　
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
３
月
で
一
度
解
散
し
て
い
る

が
、
激
特
事
業
の
進
捗
状
況
や
激

特
事
業
後
の
川
づ
く
り
が
ど
う
な

る
の
か
検
討
す
る
組
織
が
必
要
と

の
こ
と
で
、
市
長
が
県
に
要
望
し

「
黒
川
激
特
事
業
及
び
川
づ
く
り

に
係
る
連
絡
協
議
会
」
が
新
た
に

設
置
さ
れ
た
。
前
回
の
協
議
会
で

メ
ン
バ
ー
を
追
加
し
て
、
代
表
区

長
の
増
員
、
市
議
会
議
員
、
及
び

九
州
電
力
、
土
地
改
良
区
と
い
っ

た
利
水
関
係
者
も
加
わ
っ
て
い

る
。

問　
旧
阿
蘇
北
中
校
区
の
小
学
校

統
合
が
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い

る
。
阿
蘇
市
学
校
規
模
適
正
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い

た
が
北
中
校
区
の
小
学
校
統
合
だ

け
見
え
な
い
。

答
（
教
育
課
長
）

　
統
合
小
学
校
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
教
育
施
設
整
備
基
金
を

積
立
て
な
が
ら
学
校
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
文
科
省
の
補
助
金
も
実

質
３
分
の
１
し
か
出
な
い
。
基
金

に
つ
い
て
は
一
の
宮
統
合
小
学
校

で
使
い
切
る
状
況
で
あ
る
。
１
年

に
２
～
３
億
円
基
金
を
積
立
て
て

も
財
源
確
保
に
は
し
ば
ら
く
時
間

が
か
か
る
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

　
複
式
学
級
が
尾
ヶ
石
東
部
小
・

山
田
小
学
校
で
は
増
加
の
傾
向
に

あ
る
。
複
式
学
級
で
は
、
授
業
時

間
が
半
分
に
な
っ
た
り
、
学
校
配

置
の
先
生
の
減
少
や
好
き
な
部
活

動
が
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
も
出

て
く
る
。
保
護
者
の
方
々
の
ご
意

見
が
ま
と
ま
れ
ば
、
先
行
統
合
に

つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
聞
に
よ
る
と
、
小
学
校
の

部
活
動
が
社
会
体
育
に
移
行
し
て

い
く
と
あ
っ
た
。
指
導
者
の
確
保

や
部
活
動
か
ら
社
会
体
育
へ
ど
の

よ
う
に
移
行
し
て
い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　
小
・
中
学
校
の
部
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
現
在
、
県
の
教
育

委
員
会
で
協
議
会
な
ど
を
設
置

し
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
指

導
者
や
場
所
の
確
保
が
課
題
で
あ

り
、
一
気
に
全
部
を
社
会
体
育
に

移
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
阿

蘇
市
に
は
「
火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
が
あ
る
の
で
、
特
に
小
規

模
校
で
ク
ラ
ブ
活
動
が
出
来
な
い

児
童
生
徒
を
集
め
、
指
導
者
の
確

保
が
可
能
に
な
れ
ば
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
移
行
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

平成 26 年度 市政報告会

狩尾幹線道路頂上付近からの眺望。近年、ライダーな
どの間で口コミで知られるようになり、休日などは多
くの車両が通行するようになった。
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問　
下
西
黒
川
区
か
ら
国
道
57
号

へ
の
出
口
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
降
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
朝
、

車
の
通
行
量
が
多
い
た
め
に
、
児

童
生
徒
が
横
断
し
づ
ら
く
事
故
の

危
険
性
が
あ
る
た
め
信
号
機
ま
た

は
押
し
ボ
タ
ン
の
信
号
機
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

答
（
総
務
部
長
）

　
信
号
機
の
設
置
は
公
安
委
員
会

（
警
察
署
）
の
管
轄
に
な
る
の
で
、

市
で
の
対
応
は
で
き
な
い
。
ご
意

見
内
容
を
阿
蘇
警
察
署
に
要
望

し
、
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

問　
中
央
病
院
跡
地
利
用
の
今
後

の
計
画
は
。

答
（
総
務
部
長
）　

　
現
在
、
公
有
地
活
用
に
伴
う
庁

内
検
討
会
で
、
遊
休
市
有
地
全
体

の
活
用
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

地
域
の
意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら

あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

問　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
、
診

察
の
待
ち
時
間
が
全
般
的
に
長

い
。
ま
た
、
専
門
医
師
の
確
保
に

つ
い
て
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答（
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
）

　
診
察
の
待
ち
時
間
が
長
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
早
速
、
病
院
全

体
で
改
善
に
取
り
組
み
、
予
約
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
医
師
の
電
子
カ

ル
テ
入
力
補
助
者
の
雇
用
な
ど
の

対
策
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
大
幅

に
短
縮
し
て
い
る
が
、
今
後
も
さ

ら
に
待
ち
時
間
が
短
く
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
常
勤
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
熊
大
病
院
を

は
じ
め
各
方
面
に
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。
現
在
、
多
数
の
医
師
が

病
院
見
学
を
さ
れ
て
お
り
、
更
に

詳
し
く
内
容
を
聞
き
た
い
と
い
う

医
師
も
数
名
い
る
。

問　
御
嶽
山
の
火
山
噴
火
に
よ
り

多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
が
、
本
市

に
お
い
て
も
住
民
の
防
災
意
識
を

更
に
高
め
る
た
め
防
災
マ
ッ
プ
の

配
布
と
配
布
時
公
民
館
な
ど
で
専

門
員
に
よ
る
説
明
を
お
願
い
し
た

い
。

答
（
総
務
部
長
）

　
防
災
マ
ッ
プ
は
、
平
成
22
年
４

月
に
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
噴
石
・
火
砕
流
・
火
山
灰

の
到
達
予
測
範
囲
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
阿
蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
同
様
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
専
門

員
に
よ
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
気

象
台
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

問　
阿
蘇
駅
前
か
ら
内
牧
温
泉
へ

の
バ
ス
路
線
で
、
現
在
、
内
牧
支

所
付
近
で
回
っ
て
街
中
に
行
く
路

線
に
つ
い
て
、
ホ
テ
ル
角
万
か
ら

ス
ー
パ
ー
み
や
は
ら
前
へ
回
り
、

み
や
は
ら
付
近
に
バ
ス
停
を
新
設

し
て
、
そ
の
後
内
牧
支
所
前
を
回

る
路
線
に
変
更
で
き
な
い
か
。
高

齢
者
の
利
便
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

答
（
総
務
部
長
）

　
乗
降
場
所
及
び
転
回
場
所
の
確

保
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
他
の
公
共
交
通
機

関
と
の
乗
り
継
ぎ
へ
の
影
響
な
ど

の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
全
体
的
な
路
線
経
路
及
び

運
行
形
態
に
つ
い
て
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　
高
校
進
学
が
熊
本
市
内
集
中

型
に
な
っ
て
お
り
、
阿
蘇
市
の
中

学
生
も
多
く
が
市
外
に
進
学
し
て

い
る
。
指
導
力
の
あ
る
教
師
を
集

中
さ
せ
る
な
ど
対
策
が
と
れ
な
い

か
。

答
（
教
育
長
）

　
過
去
８
年
間
の
進
学
者
数
を
見

る
と
、
阿
蘇
市
外
へ
の
進
学
率
は

36
％
～
58
％
で
推
移
し
て
い
る
。

人
事
異
動
は
県
教
育
委
員
会
に
権

限
が
あ
り
指
導
力
の
あ
る
教
師
の

配
置
を
要
望
し
て
い
く
が
、
研
修

や
電
子
黒
板
の
導
入
な
ど
で
教
師

の
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
高
校
進
学

ま
で
の
小
中
学
校
９
年
間
で
学
力

を
十
分
に
つ
け
多
く
の
生
徒
が
地

元
高
校
か
ら
希
望
大
学
な
ど
に
進

学
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
ど

う
し
て
も
使
い
勝
手
が
悪
い
。
乗

り
降
り
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
不
便
。
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

の
も
不
便
。
も
う
少
し
使
い
勝
手

が
良
く
な
ら
な
い
か
？
ま
た
、
路

線
バ
ス
廃
止
該
当
地
域
以
外
、
た

と
え
ば
乙
姫
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
付
近

の
方
と
か
他
の
地
域
で
も
使
え
る

よ
う
変
更
が
可
能
で
あ
る
か
？

答
（
総
務
部
長
）

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
バ
ス
の
赤
字

路
線
廃
止
の
代
替
措
置
と
し
て
の

制
度
で
あ
り
、
基
本
的
に
、
バ
ス

廃
止
路
線
地
域
し
か
運
行
で
き
な

い
が
、
高
齢
化
の
観
点
か
ら
も
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
公
共
交
通
機
関
の
代
替
措
置

の
意
味
合
い
が
あ
る
の
で
、
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
好
き
な
所
で
乗
っ

て
好
き
な
所
で
降
り
る
よ
う
に
は

で
き
な
い
が
、
運
行
に
つ
い
て
は

毎
年
検
討
し
て
い
る
。

問　
旧
中
通
小
学
校
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
下
ろ
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
が
全
然
話
が
出
て
な
い
。
ど
う

い
っ
た
利
活
用
の
方
法
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
（
教
育
部
長
）

　
現
在
、
校
舎
は
災
害
時
の
緊
急

備
品
や
備
蓄
品
、
教
育
委
員
会
関

係
の
資
料
保
管
に
使
用
し
て
い

る
。
今
後
は
、
地
域
の
方
々
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
有

地
活
用
に
伴
う
庁
内
検
討
会
の
中

阿
蘇
西
校
区
の
市
政
報
告
会
の
よ
う
す
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で
十
分
審
議
を
行
っ
て
い
く
。
体

育
館
、
運
動
場
は
現
状
の
ま
ま
利

用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に
続

き
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

受
け
た
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
。

今
後
、地
域
住
民
が
で
き
る
こ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
明

確
に
し
、
市
民
を
挙
げ
て
立
派
な

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
を
創
り
上
げ
て

は
ど
う
か
。

答
（
経
済
部
長
）

　

昨
年
５
月
に
世
界
農
業
遺
産
、

こ
と
し
９
月
に
は
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
、
２
つ
の
世
界

ブ
ラ
ン
ド
を
と
っ
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
に
観
光
客
は
増
え
て

こ
な
い
。
ま
ず
は
受
け
皿
づ
く
り

が
必
要
で
、
世
界
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
い
い
農
産
物
な
ど
を
生
産
し

て
、
来
ら
れ
た
お
客
さ
ん
に
自
信

を
持
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
。
こ
の
こ
と
は
あ

ら
ゆ
る
産
業
に
も
同
様
で
、
世
界

に
認
め
ら
れ
る
何
か
を
皆
様
の
力

で
生
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

知
名
度
が
ア
ッ
プ
し
た
「
阿
蘇
」

の
ネ
ー
ム
を
大
い
に
利
活
用
し
て

ほ
し
い
。
ま
ず
は
そ
う
い
っ
た
受

け
皿
づ
く
り
を
進
め
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

問　
阿
蘇
市
の
医
療
費
は
熊
本
県

平
均
よ
り
高
い
が
原
因
と
対
策

は
。

答
（
市
民
部
長
）

　
阿
蘇
市
の
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
高
額
な
医
療
費
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
も
の
に
は
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）、虚
血
性
心
疾
患
（
心

筋
梗
塞
な
ど
）
の
心
臓
病
、
脳
血

管
疾
患
（
ク
モ
膜
下
出
血
・
脳
出

血
・
脳
梗
塞
）
や
腎
臓
疾
患
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
阿
蘇
市
は
、
県

下
で
も
糖
尿
病
の
可
能
性
や
糖
尿

病
に
よ
る
合
併
症
の
危
険
性
が
高

い
方
の
割
合
が
最
も
高
い
。
糖
尿

病
に
よ
る
腎
臓
疾
患
で
人
工
透
析

患
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
、
阿
蘇
市
の
医
療
費
を
押
し
上

げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

生
活
習
慣
病
か
ら
も
こ
う
い
っ
た

疾
病
に
な
っ
て
い
く
。
市
で
も
健

診
や
個
別
指
導
等
各
種
対
策
を
講

じ
進
め
て
い
る
。
生
活
習
慣
病
は

普
段
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
疾
病
の
予
防
や
早
期

の
発
見
・
治
療
に
よ
る
健
康
回
復

を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
市

民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
が
注
意

し
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
で
医
療

費
の
上
昇
を
抑
制
で
き
る
。

問　
車
イ
ス
の
方
が
Ｊ
Ｒ
を
利
用

さ
れ
る
場
合
、
市
内
に
あ
る
８
駅

の
う
ち
阿
蘇
駅
と
市
ノ
川
駅
以
外

の
６
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
な
い
た
め
、
ホ
ー
ム
と
駅
舎
を

ご
自
分
で
通
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
Ｊ
Ｒ
に
話
し
た
が
改
善
さ

れ
な
い
。
市
か
ら
も
要
望
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
も
登
録
さ
れ
、
観
光
地
と
し
て

大
事
な
こ
と
。

答
（
佐
藤
市
長
）

　
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め
る
。
特
に

宮
地
駅
前
は
も
っ
と
整
備
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
。
宮
地
駅
に
は
広

い
空
間
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

空
間
を
活
用
す
る
方
向
で
協
議
を

進
め
て
い
く
。

問　
区
長
要
望
書
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
途
中
経
過
が
不
明
。
３
カ

月
が
過
ぎ
て
い
る
、
速
や
か
な
回

答
及
び
対
応
を
お
願
い
す
る
。

答
（
総
務
部
長
）

　
遅
れ
て
い
る
区
長
要
望
書
の
回

答
に
つ
い
て
は
申
し
訳
な
く
思

う
。総
務
課
で
要
望
書
を
受
付
後
、

担
当
課
へ
引
き
継
ぎ
、
担
当
課
が

現
場
確
認
を
経
て
、
受
付
後
１
カ

月
以
内
を
目
安
に
回
答
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
が
、
回
答
で
き
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
。
途
中
経
過
報

告
も
含
め
て
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
農
村
公
園
あ
ぴ
か
陸
上
競
技

場
で
補
修
が
必
要
な
箇
所
が
い
く

つ
か
あ
る
。
選
手
の
ケ
ガ
に
も
つ

な
が
る
。公
式
競
技
場
な
ら
対
応
を
。

答
（
教
育
部
長
）

　
修
繕
で
き
る
と
こ
ろ
は
対
応
し

て
い
く
。
大
規
模
改
修
も
必
要
だ

が
予
算
面
か
ら
時
間
が
か
か
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
赤
水
駅
の
ト
イ
レ
は
水

洗
式
で
な
く
子
ど
も
や
外
国
人
が

怖
く
て
使
え
な
い
と
近
く
の
家
に

借
り
に
来
て
い
る
。
赤
水
駅
は
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
。早
期
改
修
を
。

答
（
経
済
部
長
）

　
Ｊ
Ｒ
の
方
に
ト
イ
レ
の
改
修
を

市
か
ら
も
し
っ
か
り
お
願
い
す

る
。

平成 26 年度 市政報告会

8 月 23 日、世界ジオパーク発表時のようす。（阿蘇火山博物館）
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阿蘇市の教育が
電子黒板で変わる！
ことし９月、小・中学校に８０台導入

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
更
な
る

学
力
向
上
を
図
る
た
め
、
こ

と
し
９
月
、
全
小
・
中
学
校
の
学
級

に
80
台
の
電
子
黒
板
を
導
入
し
ま
し

た
。

　
電
子
黒
板
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
上
の

画
像
や
イ
ラ
ス
ト
、
図
形
を
映
し
出

し
、
画
面
上
で
文
字
を
書
き
込
ん
だ

り
、
縮
小
拡
大
な
ど
を
直
接
画
面
に

触
れ
て
操
作
で
き
る
電
子
機
器
の
こ

と
で
す
。
全
国
的
に
も
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
県
内
の
市
の
中
で
も

２
学
級
に
１
台
と
、
充
実
し
た
整
備

を
し
て
い
る
自
治
体
は
少
な
く
、
先

進
的
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
導
入
し
た
の
は
、
60
イ
ン
チ

（
横
１
４
０
㌢
、
縦
８
６
㌢
）
の
電

子
黒
板
と
映
像
を
映
し
出
す
教
材
提

示
装
置
（
以
下
「
カ
メ
ラ
」）、
パ
ソ

コ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
で
、

各
教
室
の
ほ
か
理
科
室
や
音
楽
室
な

ど
の
特
別
教
室
、
特
別
支
援
学
級
に

そ
れ
ぞ
れ
設
置
。
ま
た
、
国
語
・
算

数
・
数
学
・
理
科
、
社
会
な
ど
の
科

目
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
同
時
に
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
電
子
黒
板
が
導
入
さ
れ
て
授
業
は

ど
う
変
わ
る
の
か
？
11
月
11
日
、
宮

電子黒板を使った授業に取り組む子どもたち
（宮地小学校 4年生理科の授業にて）

WebTV アソ
動 画

特 集
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地
小
学
校
を
訪
れ
、
古
澤
幸
先
生
に

よ
る
電
子
黒
板
を
使
っ
た
授
業
風
景

を
取
材
し
ま
し
た
。
４
年
生
の
理
科

の
授
業
「
水
の
温
度
で
体
積
が
ど
う

変
わ
る
か
」
で
、
児
童
が
各
班
に
分

か
れ
て
実
験
。
水
が
入
っ
た
フ
ラ
ス

コ
を
氷
水
と
熱
湯
の
容
器
に
そ
れ
ぞ

れ
入
れ
て
、
体
積
の
変
化
の
違
い
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
役
に
立
っ
た
の
が
電
子
黒

板
で
す
。
古
澤
先
生
が
備
え
付
け
の

カ
メ
ラ
を
使
い
、
電
子
黒
板
上
に
実

験
の
よ
う
す
を
映
し
出
す
と
、
子
ど

も
た
ち
は
電
子
黒
板
の
画
面
を
凝
視

し
、
実
験
結
果
の
確
認
が
容
易
に
で

き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
子
ど
も
た

ち
も
電
子
黒
板
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
意
欲
的
に
勉
強
に
励
ん
で
い
る

よ
う
す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
使
い
方
し
だ
い
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
活
用
で
き
る
電
子
黒
板
。

指
導
す
る
側
の
先
生
方
も
子
ど
も
た

ち
に
分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
研
修
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
各
学
校
の

導
入
さ
れ
て
い
な
い
学
級
に
設
置
を

予
定
し
て
お
り
、
阿
蘇
市
の
よ
り
よ

い
教
育
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

宮地小学校教諭
古澤 幸（みゆき） 先生

❶ ❷

❸

❶笑顔で実験に取り組む子どもたち。
❷�電子黒板下に備え付けられているカメラ。静止画と動画が撮影
でき、ときには教科書を映し出して閲覧できるようにするなど、
さまざまな活用ができる。
❸�古澤先生が実験内容を電子黒板で映し出すようす。子どもたち
も映し出されたディスプレイを凝視し、集中して授業を受けて
いた。

大きく映るから、
後ろの人でも良く見えるからいい！

授業で教科書を読むときは、
画面にも大きく表示されるんだ！

宮地小 4 年
佐藤�太

たい ち
一くん

宮地小 4 年
佐田�美

み は ね
羽音さん

　
電
子
黒
板
を
使
っ
て
カ
メ

ラ
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も

興
味
深
く
授
業
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
で

撮
影
し
た
写
真
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
映
像
な
ど
を
す
ぐ
に
映

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
理
科
の
場
合
は
特
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ス
ト
の
と
き
も
電
子
黒

板
を
使
っ
て
復
習
を
し
て
い

く
の
で
、
成
績
も
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
電
子
黒
板
に
は
便

利
な
機
能
が
あ
る
の

で
、
い
か
に
使
い
こ

な
し
て
い
く
か
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
で

す
。
私
た
ち
が
し
っ

か
り
使
い
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、

も
っ
と
効
果
的
な
授

業
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
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新しい学び舎、工事始まる
一の宮中校区統合小学校建設安全祈願祭

　
一
の
宮
中
校
区
統
合
小
学

校
校
舎
及
び
体
育
館
新
築
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
11
月
10

日
、
建
設
予
定
地
で
あ
る
一

の
宮
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
施
工
業
者
や
地
元

関
係
者
な
ど
約
70
人
が
出

席
、
工
事
期
間
中
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
は
宮
地
、坂
梨
、

古
城
小
と
、
昨
年
度
、
宮
地

小
に
先
行
統
合
し
た
中
通
小

の
４
校
が
統
合
す
る
も
の

で
、
平
成
28
年
４
月
の
開
校

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
連
携
教
育
を

目
指
し
て
、
現
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
小
学
校
校
舎
を
建

設
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
移

転
す
る
工
事
も
行
わ
れ
て
お

り
、
本
年
度
中
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

　
近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
工
事
期
間
中
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

工 事 概 要

●校　舎　鉄筋コンクリート造　２階建て
　　　　　延床面積：6092.23平方㍍（約1,842坪）
　　　　　工事費：15 億 8,436 万円
　　　　　施工者：光進建設㈱（熊本市東区）

●体育館　鉄筋コンクリート一部鉄骨造　2 階建て
　　　　　延床面積：1971.05 平方㍍（約 596 坪）
　　　　　工事費：4 億 8,600 万円
　　　　　施工者：㈱三津野建設（熊本市東区）

WebTV アソ
動 画

終戦から 69 年、追悼捧ぐ
阿 蘇 市 戦 没 者 追 悼 式

　
阿
蘇
市
戦
没
者
追
悼
式
が
10
月
23

日
、
阿
蘇
体
育
館
で
営
ま
れ
、
阿
蘇

市
遺
族
会
連
合
会（
山
部
征
三
会
長
）

を
は
じ
め
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
列
、
戦
没
者
へ
の
追
悼
の
誠
を

捧
げ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
遺
族
を
代
表
し
て
山
部

征
三
さ
ん
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、

吟
詠
の
あ
と
参
列
者
が
献
花
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
阿
蘇
市
の
児
童
を

代
表
し
て
加
藤
優
衣
さ
ん
（
内
牧
小

６
年
）
が
「
平
和
な
世
の
中
が
未
来

の
世
界
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

平
和
を
願
い
ま
し
た
。

WebTV アソ
動 画

鍬入の儀を行う建設関係業者ら

献花を捧げる参列者

北側上空から校舎を望む
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阿蘇の景観守る功労者などに表彰
阿蘇くじゅう国立公園 80 周年記念式典

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
指

定
か
ら
80
年
を
迎
え
11
月
６

日
、
阿
蘇
火
山
博
物
館
で
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
別
府
・
湯
布
院
・
阿
蘇
の
20

市
町
村
に
ま
た
が
る
同
公
園
は

昭
和
９
年
12
月
４
日
に
、
日

本
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
雲

仙
や
霧
島
地
域
に
続
き
誕
生
。

７
万
２
６
７
８
平
方
㍍
の
面
積

を
有
し
、
火
山
や
草
原
景
観
が

楽
し
め
る
九
州
の
主
要
な
観
光

地
域
と
し
て
多
く
の
観
光
客
に

親
し
ま
れ
て
い
る
国
立
公
園
で
す
。

　
式
典
で
は
実
行
委
員
会
会
長

の
佐
藤
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
草
原
景
観
の
維
持
管
理
な

ど
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

牧
野
組
合
や
野
焼
き
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
環
境
省

九
州
地
方
環
境
事
務
所
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
主
催
に
よ
る
阿
蘇
カ

ル
デ
ラ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

開
か
れ
ま
し
た
。

環境省九州地方環境事務所長から功労者表彰を受けた
受賞者の皆さん

WebTV アソ
動 画

　
「
ご
み
を
減
ら
す
標
語
・
絵

画
児
童
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
が
11
月
８
日
、
阿
蘇
体

育
館
で
行
わ
れ
、市
長
、議
長
、

教
育
長
か
ら
入
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
ゴ
ミ
問
題
や
環
境

へ
の
関
心
を
深
め
、
正
し
い
認

識
を
持
ち
成
長
し
て
も
ら
お
う

と
市
が
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
８
回
目
。
対
象
と

な
る
小
学
４
～
６
年
生
か
ら
、

標
語
部
門
に
３
５
９
点
、
絵
画

部
門
に
79
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
12
月
末
ま
で

市
役
所
本
庁
市
民
課
カ
ウ
ン
タ

ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

【標語の部】
市長賞 大塚 可純 （古城小４年）
議長賞 國瀧 慧 （内牧小４年）
教育長賞 中山 亮弥 （内牧小６年）

優秀賞

岩下 吹憂 （坂梨小４年）
阿部 月香 （山田小６年）
西本 壮太朗（阿蘇西小５年）
佐藤 大輝 （尾ヶ石東部小６年）
古庄 留萌 （波野小６年）

【絵画の部】
市長賞 竹原 夕二朗（阿蘇小６年）
議長賞 岩下 翔人 （古城小６年）
教育長賞 森本 麻奈加（山田小６年）

優秀賞

志賀 一富生（波野小５年）
小池 夢空 （古城小５年）
三村 きらり（古城小５年）
村上 祐衣 （阿蘇小６年）
宇野 光 （阿蘇小６年）

●入賞者一覧（敬称略）

絵画の部（市長賞）

大塚�可純さんの作品

標語の部（市長賞）

リ
サ
イ
ク
ル

き
れ
い
な
町
へ
の

第
一
歩

竹原�夕二朗くんの作品

ご み を 減 ら す 標 語・ 絵 画 児 童 作 品 コ ン ク ー ル
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地方自治の伸展に貢献
元阿蘇市議会議員 松永勲氏に旭日双光章

　
旧
阿
蘇
町
議
会
議
員
、
阿
蘇

市
議
会
議
員
を
６
期
20
年
余
り

の
永
き
に
わ
た
り
歴
任
し
、
地

方
自
治
の
伸
展
に
多
大
の
貢
献

を
し
た
と
し
て
、松
永
勲
氏（
乙

姫
）
が
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
11
月
４
日
、
熊

本
県
庁
で
蒲
島
知
事
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
松
永
氏
は
、
平
成
２
年
に
旧

阿
蘇
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

以
来
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

副
委
員
長
、
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成

14
年
11
月
か
ら
は
町
議
会
議
長

を
務
め
、
町
村
合
併
推
進
協
議

会
で
新
市
の
議
員
定
数
な
ど
に

関
す
る
小
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
尽
力
し
、
阿
蘇
市
誕
生
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
後
は
阿
蘇
市
議

会
議
員
と
し
て
、
平
成
23
年
２

月
ま
で
在
職
し
、
議
員
定
数
の

削
減
に
取
り
組
む
な
ど
多
大
な

功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
松
永
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
章

を
い
た
だ
け
た
の
は
、
支
え
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
お
か

げ
。
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

今
後
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し

た
。

馬と触れ合うひととき
阿蘇きぼうの家でホースセラピー教室

　
馬
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ

て
障
が
い
者
と
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
10
月
30
日
、
障
が
い
者

支
援
施
設
阿
蘇
き
ぼ
う
の
家

で
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
教
室
が

開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
39

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
乗
馬
療
法
と
し
て
古
代
ギ

リ
シ
ャ
時
代
か
ら
始
ま
っ
た

と
さ
れ
る
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

は
、
身
体
や
心
の
癒
し
を
も

た
ら
す
な
ど
、
社
会
復
帰
を

果
た
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
阿
蘇
う
ま
牧
場
代

表
の
平
山
昌
利
氏
が
指
導

し
、
参
加
者
は
親
子
で
の
乗

馬
や
エ
サ
や
り
な
ど
を
体

験
。「
日
頃
動
物
と
触
れ
合

う
機
会
は
少
な
い
の
で
、
こ

う
い
う
催
し
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
家
で
作
ら
れ
て

い
る
阿
蘇
産
の
米
を
使
っ
た

ポ
ン
菓
子
製
作
の
見
学
や
試

食
会
も
あ
り
、
施
設
利
用
者

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

指導者に引かれ乗馬を楽しむ親子

旭日双光章を受章した松永氏
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City Topics ま ち の 話 題

食品衛生指導等に功績
飛 田 祖 久 美 氏 に 厚 労 相 表 彰

　
食
品
衛
生
の
普
及
向
上

や
業
界
の
指
導
育
成
な
ど

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
市
内
で
民
宿
を
営
む

飛
田
祖
久
美
氏（
赤
仁
田
）

が
食
品
衛
生
事
業
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
飛
田
氏
は
現
在
、
阿
蘇

食
品
衛
生
協
会
の
副
会
長

を
務
め
、
こ
れ
ま
で
34
年

に
わ
た
り
食
中
毒
の
防
止

や
食
品
衛
生
に
関
す
る
監

視
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

業
界
へ
の
普
及
啓
発
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
市
長
に
受
賞
報
告

に
訪
れ
た
飛
田
氏
は
「
食

と
い
う
の
は
生
き
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、

日
頃
か
ら
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
啓
発
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

受賞報告に訪れた飛田氏（中央）と阿蘇食品衛生協会
波野支会の石原德一会長（右）

国立阿蘇青少年交流の家が 50 周年
記 念 式 典 や 記 念 講 演 開 か れ る

　
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流

の
家
が
こ
と
し
で
50
周
年

を
迎
え
10
月
18
日
、
同
家

で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
登
山
家
三
浦
雄
一
郎
氏

の
講
演
会
を
10
月
25
日
に

開
催
。
三
浦
氏
は
80
歳
の

と
き
に
、
３
度
目
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
を
達
成
し
た

冒
険
家
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
講
演
で
は
、
酸
素

が
ほ
と
ん
ど
無
い
中
で
の

登
山
・
下
山
の
体
験
、
ま

た
、
強
靭
な
肉
体
を
つ
く

る
健
康
法
、
夢
を
あ
き
ら

め
な
い
精
神
に
つ
い
て
な

ど
１
時
間
半
に
わ
た
り
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
家
は
、
文
部
省
所

轄
の
全
国
２
番
目
の
施

設
と
し
て
昭
和
38
年
に

開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

延
べ
４
万
６
４
２
４
団

体
６
６
３
万
３
７
２
７

名
（
８
月
末
時
点
）
が
、

団
体
宿
泊
生
活
を
通
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
体
験

学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
、
全
国
有
数
の
人
気
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講演後、市長と懇談する三浦氏（写真左から２人目）。
カルデラを利用した自然道の整備、また、マラソンと
登山の両方の要素を持つ『トレイルランニング』のコー
スを整備などを市長に提案しました。

広
告

WebTV アソ
動 画
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区長が気象情報について学ぶ
阿 蘇 市 区 長 会 行 政 研 修 会

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
10
月
15

日
、
全
区
長
を
対
象
と
し
た
行
政
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
や
要
望
に
応
え
る
力
を
備
え
よ

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
、
近
年
の
異
常
気
象
を
受
け
『
防
災
気

象
情
報
の
活
用
』
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
気
象
庁
の
専
門
官
を
講
師
と
し
た
研
修

で
は
、気
象
情
報
の
基
礎
知
識
を
は
じ
め
、

「
決
し
て
自
然
を
甘
く
見
る
こ
と
な
く
、

常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
行
動
を
取

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
講
話
が
あ
り
、
参

加
し
た
区
長
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
防
災
気
象

情
報
を
学
ぶ
機
会
を
団
体
な
ど
の
集
ま
り

の
際
取
り
入
れ
、
市
民
全
体
に
浸
透
す
る

よ
う
進
め
ま
す
。

家庭相談員として尽力
吉 良 公 紀 氏 に 厚 労 相 感 謝 状

受賞報告に訪れた吉良氏（右）

　
10
月
24
日
に
東
京
都
で

開
催
さ
れ
た
家
庭
相
談
員

全
国
大
会
で
、
家
庭
相
談

員
と
し
て
児
童
福
祉
の
た

め
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力

し
、
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
吉
良
公
紀
氏
（
小
里
）

に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
吉
良
氏
は
平
成
13
年
４

月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま

で
の
10
年
間
、
熊
本
県
福

祉
事
務
所
で
家
庭
相
談
員

を
務
め
、
複
雑
化
す
る
家

庭
問
題
の
解
決
な
ど
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
近
年
は
Ｄ
Ｖ
（
家

庭
内
暴
力
）
や
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
が
目
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、「
子

ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に

生
活
で
き
る
世
の
中
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
語
っ

て
い
ま
し
た
。

研修のようす

　中江地区にこのほど、荻岳と中江神
楽殿を案内する案内石が建立されまし
た。
　地元の建設業者と石材業者が、中江
地区の代表的な観光スポットの目印に
なるようにと寄贈されたもので、高さ
約３㍍の石に「神荻嶽」「中江神楽殿」
の文字が彫刻されています。
　地元の方々も大変喜んでおり、中江
岩戸神楽保存会の佐藤義勝会長も「通
りかかる人が『行って見たい』と思わ
せるような立派なものができた。この
案内石を見て立ち寄ってもらい、神楽
をはじめ地域の活性化につながれば」
と、感謝していました。

中江地区の玄関口に
大きな案内石
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ア
ゼ
リ
ア
21
の
指
導
員
に
よ
る
か
け
っ
こ

の
指
導
が
10
月
16
日
、
波
野
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
、
も
も
を
上
げ
て
歩
い
た
り
短
い
距
離
を

走
る
な
ど
し
て
徐
々
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
、
最

後
に
８
分
間
走
を
行
い
ま
し
た
。
持
久
走
大

会
を
目
前
に
控
え
た
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
活
動
は
ア
ゼ
リ
ア
21
の
運
動
を
通
じ

た
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、こ
の
他
に「
の
び
の
び
体
操
教
室
」「
元

気
☆
ア
ッ
プ
教
室
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
阿
蘇
小
と
尾
ヶ
石
東
部
小
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地域の力を学校教育に。

学校支援ボランティア事業

波 野 小 学 校

グングンかけっこ教室

県内外で「然」ブランドＰＲ
「 然 」 フ ェ ア と 写 真 展 開 催

　

阿
蘇
の
地
域
振
興
ブ
ラ
ン
ド
「
然
」

の
取
り
組
み
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
11

月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
菊
陽
町

の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
然

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
物
産
展
「
然
」
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
溶
岩
プ
レ
ー
ト
な
ど
、「
然
」

認
定
者
が
販
売
す
る
商
品
を
並
べ
る

と
、
多
く
の
買
物
客
が
興
味
深
そ
う
に

商
品
を
手
に
取
り
次
々
に
購
入
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
中
旬
に
は
、
愛
知
県
名

古
屋
市
の
大
規
模
な
地
下
街
で
、「
然
」

写
真
展
を
開
き
、
メ
ン
バ
ー
１
０
９
人

の
ポ
ス
タ
ー
や
阿
蘇
の
風
景
写
真
を
90

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
展
示
。
県
内
外
で

阿
蘇
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組
み
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
然
」
写
真
展
の
よ
う
す

※ 

「
然
」の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。

輝
い
て
い
る
阿
蘇
人
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

（
問
い
合
わ
せ
は
観
光
ま
ち
づ
く
り

課
☎
２
２
‐
３
１
７
４
ま
で
）

火災に備えて・・・
消 防 団 非 常 呼 集 訓 練

　
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
週
間
に
合

わ
せ
11
月
９
日
、
消
防
団
の
非
常
呼
集

訓
練
が
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
波
野
地
区
で
は
、
朝
６
時
に
サ
イ
レ

ン
が
鳴
る
と
、
消
防
団
が
次
々
に
波
野

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
り
、
ホ
ー
ス
の
連

結
や
放
水
作
業
な
ど
の
動
作
を
確
認

し
、
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

　
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
就
寝
前
の
火
の
元

の
確
認
な
ど
、
火
災
予
防
に
努
め
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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市職員の給与などを公表します
市民の皆さまに市役所の人事・給与・服務の状況をご理解いただくため、
条例に基づき、人事行政運営状況を公表します。

職員の任免および職員数に関する状況

１．職員の採用 ･ 退職の状況 (H25.4.1 ～ H26.3.31)

区分 採用 退職
一般行政職 7 人 9 人

医療職 18 人 6 人

技能労務職 0 人 0 人

２．部門別職員数の状況 (H26.4.1 現在 )

区　　分
職員数 対前年増

減数平成 25 年度 平成 26 年度

一
般
行
政

議　会 3 人 3 人 0 人

総　務 69 人 70 人 1 人

税　務 16 人 16 人 0 人

民　生 67 人 67 人 0 人

衛　生 20 人 16 人 △ 4 人

農林水産 29 人 29 人 0 人

商　工 18 人 18 人 0 人

土　木 25 人 24 人 △ 1 人

小　計 247 人 243 人 △ 4 人

教　　育 49 人 46 人 △ 3 人

普通会計　計 296 人 289 人 △ 7 人

公
営
企
業
等

水道 11 人 12 人 1 人

下水道 5 人 5 人 0 人

病院 95 人 111 人 16 人

その他 19 人 18 人 △ 1 人

小計 130 人 146 人 16 人

総計 426人 435人 9人

職員の給与の状況

２．職種別給料月額の状況 (H26.4.1 現在 )

職種 月額 平均年齢
一般行政職 315,300 円 41.0 歳

技能労務職 328,600 円 50.5 歳

３．期末・勤勉手当 (H26.4.1 現在 )

6 月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.60 月分

勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

１．一般行政職の級別職員数の状況 (H26.4.1 現在 )

区分 職務分類 職員数 構成比
１級 主　　事 20 人 9.3%

２級 主　　事 7 人 3.3%

３級
係　　長
参　　事
主　　任

112 人 52.1%

４級
課長補佐
係　　長
参　　事

37 人 17.2%

５級 課　　長
課長補佐 25 人 11.6%

６級 課　　長
審 議 員 8 人 3.7%

７級 部　　長 6 人 2.8%

計 215人 100%
※阿蘇市給与条例に基づく給料表の区分による職員数

４．初任給基準 (H26.4.1 現在 )

一般行政職 技能労務職
大学卒 高校卒 高校卒 中学卒

172,200 円 140,100 円 137,200 円 129,200 円

医療職 ( 医師 ) 医療職 ( 薬剤師等 )
博士課程終了 大学６卒 大学卒 短大 3 卒

323,600 円 237,700 円 178,200 円 167,000 円

医療職 ( 看護師等 )
短大３卒 短大２卒 准看護師養成所卒
188,900 円 180,500 円 153,300 円

5．主な職員手当の状況 (H26.4.1 現在 )

内容
扶
養
手
当

【配偶者】月額 13,000 円
配偶者以外の扶養親族：1 人につき 月額 6,500 円
配偶者がいない場合の 1 人目：月額 11,000 円
※  16 歳～ 22 歳の子の場合には、5,000 円加算。

住
居
手
当

【借家 ･ 借間居住者】月額 12,000 円を超える家賃
を負担している職員に対し、家賃の額に応じ、月
額 27,000 円を上限として支給

【持家所有者】月額 3,500 円

通
勤
手
当

【交通機関等利用者】
運賃の額に応じ月額 55,000 円を上限として支給

【自家用車等利用者】
通勤距離に応じ、月額 13,700 円を上限として支給

【管理職手当】　課長補佐以上の管理職に対して支給
（部長）45,000 円
（課長・支所長・院長・事務局長）35,000 円
（審議員）30,000 円
（課長補佐・次長・室長・所長・園長・事務長・館長・
副院長・総看護師長）25,000 円

（技師長・薬局長・看護師長）15,000 円
【特殊勤務手当】平成 18 年度から当分の間、一部支給凍結
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職員の勤務時間 ･ 勤務条件

１．勤務時間 ･ 休憩 ･ 休息時間の状況 (H26.4.1 現在 )

1 週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間

38 時間 45 分 8:30 17:15 60 分

休憩時間：12:00 ～ 13:00
※勤務場所により、上記と異なる勤務形態の場合あり。

２．一般職の年次有給休暇取得状況 (H25.1.1 ～ H25.12.31)

対象職員数 総付与日数 総取得日数 平均取得日数 取得率
209 人 8,192 日 2,505 日 12.0 日 30.6％

対象職員数：H25.1.1 ～ H25.12.31 の全期間を在籍し
た一般職。

３．休暇制度
区分 内容

有
給
休
暇

年次休暇 １年につき 20 日間付与 ( 前年に未使用
日数がある場合は、最大 20 日を翌年繰越 )

病気休暇 負傷又は疾病のため療養を要する場合、
必要最小限と認められる休暇を付与

特別休暇
( 主なもの )

【結婚休暇】結婚する職員に対し最大 5 日間付与
【産前 ･ 産後休暇】
出産予定日の 8 週間前の日から出産の
日まで、及び出産の翌日から８週間を
経過するまでの期間付与

【親族の死亡休暇】
親族の続柄及び死亡時の生計関係に応
じ、最大７日間付与

【夏季休暇】
7 ～ 9 月の間において、4 日間付与

【子の看護休暇】中学校始期に達するま
での子 ( 配偶者の子を含む ) を養育す
る職員が子の看護のため勤務しないこ
とが相当と認められる場合で、１年に
５日の範囲内で付与

無
給
休
暇

介護休暇

配偶者 ･ 父母 ･ 子、配偶者の父母などで、
負傷 ･ 疾病又は老齢により日常生活を
営むのに支障がある者の介護を行う場
合、6 月を限度として必要な休暇を付
与

組合休暇 組合活動に従事する場合に 1 年に最大
20 日付与

職員の福祉及び利益の保護の状況

１．健康診断の状況（平成 25 年度）
健康診断の種類 受診者数

人間ドック 160 人

定期健康診断 237 人

２．公務災害補償制度（平成 25 年度）

加入団体 災害件数
地方公務員災害補償基金熊本県支部 　2 件

職員の分限及び懲戒処分 ･ 服務の状況

　すべての職員は、｢全体の奉仕者｣ として公共の利益
のために勤務し、職務遂行に当っては全力で奉仕しなけ
ればなりません。この服務の基本原則を忠実に実行する
ため、職員にはさまざまな義務が課せられています。
　特に信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行
為の制限や争議行為の禁止規定に違反した場合は懲戒処
分の対象となります。

１．分限処分者数 ( 平成 25 年度 )

処分事由 降任 免職 休職 降級 計
勤務実績が良くない場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

心身の故障の場合 0 人 0 人 11
人 0 人 11

人

職に必要な適正を欠く場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職制、定数の改廃、予算の
減少により廃職、過員を生
じた場合

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

刑事事件に起訴された場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

２．懲戒処分者数 ( 平成 25 年度 )

処分事由 戒
告

減
給

停
職

免
職 計

法令に違反した場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職務上の義務に違反した場合 2 人 0 人 1 人 0 人 3 人

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職員研修の状況

１．職員研修の状況 ( 平成 25 年度 )

研修名 回数 参加者数
人権同和教育初任者研修 1 6 人

法制執務研修 2 30 人

情報セキュリティ研修 2 53 人

新規採用職員研修 1 6 人

一般職員２部研修（10 年目）、
1 部研修（5 年目） 9 20 人

新任課長研修 3 6 人

新任係長研修 3 8 人

公平委員会に係る業務の状況

１．勤務条件に関する措置の要求状況 ( 平成 25 年度 )

【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

２．不利益処分に関する不服申立の状況 ( 平成 25 年度 )

【継続件数】0 件

【措置要求件数】0 件

人 事 行 政 運
営 状 況 問総務課 人事係☎ 22-3111
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衆 議 院 議 員 総 選 挙
第 47 回

第２３回最高裁判所裁判官国民審査

衆議院の解散に伴う衆議院議員総選挙が次のとおり執行されます。
国政に参加する大切な機会です。必ず投票しましょう。

投 開 票 日 １２月１４日日　午前７時から午後６時まで
※荻の草地区、深葉地区は午後４時まで

期日前投票 当日にお仕事などで投票所に行けない方は、期日前投票をご利用ください。

阿蘇市役所　　１２月３日水　から　１２月１３日土　まで
各　支　所　　１２月６日土　から　１２月１３日土　まで

（開設時間）　　期間中、午前８時３０分から午後８時まで
※ただし、１２月３日から６日までは、国民審査の期日前投票はできません。

投票の方法 今回の選挙は３つの投票があります。

 小選挙区　　　投票したい「候補者の名前」を書いてください
 比例代表　　　投票したい「政党名」を書いてください
 国民審査　　　「やめさせたい裁判官に×」を書いてください

不在者投票 阿蘇市以外の市区町村に滞在している方や、指定病院などで行う投票などに
ついては次のとおりです。

他の市区町村
で行う場合

阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、投票日まで他の市区町村に滞在す
る場合は、滞在地で不在者投票ができます。
郵便等でのやり取りが必要となりますので、お早めにお問い合わせください。

指定病院など
で行う場合

不在者投票ができる施設として指定を受けた病院等に入院（入所）中の方は、
その施設で不在者投票ができます。お早めに施設長に申し出てください。

郵便などによる
場合

身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当される方、介
護保険被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」である方で、郵便投票証明
書の交付を受けている方は、自宅で投票ができます。
郵便投票証明書の交付には申請手続きが必要となりますので、お早めに選挙管
理委員会にお問い合わせください。

その他 期日前投票期間中、選挙当日までに２０歳になる方は、不在者投票ができます。

問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎２２－３２３９
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阿蘇広域行政事務組合
平成２５年度決算報告
　平成２６年第３回阿蘇広域行政事務組
合議会定例会が１０月３０日に開催され、
平成２５年度決算が承認されました。決
算状況は、次のとおりです。

阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々の生命と
財産を守り、生活環境の整備と豊かで住みよい地域社会を作
るための仕事をしています。
本組合の詳しい事業内容は次のＵＲＬでも確認できます。

阿蘇広域行政事務組合
☎ 24-5111
（URL)http://www.aso.ne.jp/~koiki/

一般会計決算状況

平成２５年度一般会計における歳入総額は 3,366,857 千円となり、
前年度 3,735,958 千円と比べて、369,101 千円の減となりました。

項目 金　額 構成率 説明

分担金及び負担金 2,817,083 83.7% 当組合の事業において構成市町村から支払われます。市町村別の金額は右図のとおりです。

使用料及び手数料 170,376 5.1% ごみ処理手数料及び火葬施設使用料等からの収入です。
国庫支出金 21,395 0.6% 当組合の事業に対して、国からの交付金です。
県支出金 3,527 0.1% 当組合の事業に対して、県からの交付金です。
財産収入 106 0% 基金の利子です。
繰入金 43,400 1.3% 組合事業に対して基金の取り崩し金です。
繰越金 70,182 2.1% 前年度からの繰越金です。
諸収入 72,688 2.1% 預金利子及び受託事業収入等からの収入です。
組合債 168,100 5% 国や金融機関から借り入れたお金です。

合計 3,366,857 100%

歳入総額　3,366,857千円

（単位：千円）

●市町村負担金一覧表

市町村名 金額
阿蘇市 1,276,641

南小国町 229,186
小国町 361,976
産山村 71,240
高森町 287,404

南阿蘇村 538,350
西原村 52,286
合　 計 2,817,083

（単位：千円）

歳出総額　3,303,043千円 平成２５年度一般会計における歳出総額は 3,303,043 千円となり、
前年度 3,665,776 千円と比べて、362,733 千円の減となりました。

項目 金　額 構成率 説明
議会費 11,041 0.4% 構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

総務費 139,135 4.2% 組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査事業、障害支援区分認定事業も含まれています。
衛生費 1,321,848 40.0% 生活に密接した事業費で火葬事務、ごみ処理等の費用です。
消防費 1,169,680 35.4% 消防、救急活動の費用です。
公債費 661,339 20.0% 国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。

合計 3,303,043 100%
（単位：千円）

特別会計決算状況

特別会計名 特別養護老人ホーム�
阿蘇みやま荘

養護老人ホーム�
湯の里荘

阿蘇ふるさと
市町村圏

阿蘇圏域市町村
緊急通報システム事業 合計

歳入決算額 310,391 181,341 47,666 407 539,805
歳出決算額 301,276 175,126 47,498 198 524,098
差引額 9,115 6,215 168 209 15,707

（単位：千円）

第 30回阿蘇の火まつり実績報告
平成２６年２月から５月にかけて行われました第３０回阿蘇の火まつりの来場者数は、
阿蘇郡市７市町村合計で約 18万 8千人でした。

第 24回カルデラスーパーマラソン大会実績報告
平成２６年６月７日に行われました第２４回阿蘇カルデラスーパーマ
ラソン大会のエントリー数などは右表のとおりです。
なお、事業費の大部分は参加料により賄われており、本大会における
経済効果は１億 2,200 万円に上ると算出されました。

エントリー数 1,834 名
出走者数 1,685 名
完走者数 1,300 名
完走率 77％
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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
期
満
了
に
伴
う
、
阿
蘇
土

地
改
良
区
総
代
選
挙
の
投

票
日
は
、
12
月
23
日
火
で
す
。

　
土
地
改
良
区
は
、
農
業
生
産
基

盤
整
備
を
基
本
に
、
生
産
性
の
向

上
な
ど
農
業
構
造
の
改
善
に
資
す

る
た
め
、
か
ん
が
い
排
水
施
設
の

維
持
管
理
や
農
道
の
新
設
な
ど
の

事
業
を
実
施
す
る
法
人
で
す
。

●�

選
挙
権　
土
地
改
良
区
の
組
合

員
で
あ
る
満
20
歳
以
上
（
選
挙

期
日
で
算
定
）
の
人

●�

被
選
挙
権　
土
地
改
良
区
の
組

合
員
の
資
格
を
有
す
る
満
25
歳

以
上
（
選
挙
期
日
で
算
定
）
の
人

●
立
候
補
の
届
出
（
辞
退
）
期
間

　
12
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間　

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で

●
立
候
補
の
受
付
場
所　

　
阿
蘇
市
内
牧
支
所

●
立
候
補
に
必
要
な
書
類
な
ど

　

�

阿
蘇
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び

阿
蘇
土
地
改
良
区
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

阿
蘇
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

任

選挙区 選挙区域 定数
第１区 山田、小倉、小池、黒流町、今町、小野田 １５人

第２区 西小園、西湯浦、湯浦、南宮原、小里、内牧、三久保 １４人

第３区 狩尾、跡ヶ瀬、的石、永草、赤水、車帰、無田、南阿蘇村下野 １８人

第４区 阿蘇市乙姫、黒川、蔵原、竹原、西町、役犬原 ３１人

●選挙区・選挙区域・定数

選挙に関する問い合わせは、阿蘇市選挙管理委員会　℡２２‐３２３９（直通）
立候補に関する問い合わせは、阿蘇土地改良区　℡３４－０７４９

問い合わせはこちらまで

老後に備えて農業者年金に
加入しませんか？

　農業者年金は、農業者だけが加入できる安
全・安心な公的年金です。少子高齢化による
加入者数の変化や財政事情に左右されません。

＊農業者年金ならではの６つのメリット＊

1農業者なら誰でも加入できます
　�国民年金第 1 号被保険者で、年間 60 日以
上農業に従事する 20 歳以上 60 歳未満の方
2積立方式で安定した財政運営が実施されます
3 80 歳までの保証が付いた終身年金です
4保険料は自分で決められ、いつでも変更できます
　月 2 万円から 6 万 7 千円まで
5保険料は全額所得控除の対象になります
6保険料の国庫補助制度があります（要件あり）
※�農業者年金の詳しい内容については、農業
委員会、ＪＡ各支所までお問い合わせくだ
さい。

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
は
忘
れ
ず
に

●
農
業
委
員
会
事
務
局 　
☎
２
２
‐
３
２
５
４

　
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人

名
簿
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基

準
と
し
て
、
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の

請
求
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

の
提
出
は
、
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
書

は
、
農
業
委
員
会
か
ら
各
農
家
に
送
付

し
ま
す
。

農

●
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
の
あ
る
人

　

阿
蘇
市
の
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

で
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
ま
た
そ
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
（
耕
作
従

事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
及

び
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人
）

●
対
象
年
齢　

　

�

年
齢
は
平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
に

出
生
し
た
人　

●
提
出
期
限　
平
成
27
年
１
月
９
日
金

●�

提
出
先　
阿
蘇
市
農
業
委
員
会
、
市

役
所
内
牧
支
所
、
波
野
支
所
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蘇
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。選
挙
運
動
に
関
す
る
こ
と
、

立
候
補
届
出
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
重
要
な
説
明
が
あ
り
ま
す

の
で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方（
代
理
人
を
含
み
ま
す
）

は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
12
月
22
日
月　
　

　

�

午
後
２
時
～（
２
時
間
程
度
）

●
と
こ
ろ　

　
市
役
所
北
側
別
館
大
会
議
室

●
注
意
事
項

▼�

会
場
の
都
合
上
、
各
立
候
補

予
定
者
か
ら
３
名
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

で
き
る
限
り
出
納
責
任
者

（
ま
た
は
予
定
者
）
は
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
２
２
‐
３
２
３
９

阿

選挙権を確認してください！

転入した人

１０月１７日までに阿蘇市に転入し、投票日まで引き続き阿蘇市に在住している 20 歳
以上の方は選挙権があります。

転出した人

市の選挙（市長選挙及び市議会議員選挙）では、転出した時点で選挙権を失います。
再度阿蘇市に転入した方は、１０月１７日までに再転入し、投票日まで引き続き阿蘇
市に在住している方には選挙権があります。１０月１８日以降に再転入した方には選挙
権がありません。

転出した人

平成２７年１月１７日以降に転居した方は、転居前の住所地の投票所での投票となりま
す。例えば、平成２７年１月２１日に宮地から内牧に転居した方は、選挙当日の投票
を宮地の投票所で行うこととなります。なお、期日前投票は３ヶ所の投票所のどこで
もできます。

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。

寄附禁止のルールを守って、
明るい選挙を実現しましょう。

政治家が選挙区内の人に、
お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。
有権者が寄附を求めることも禁止されています。

ここでの「寄附」とは、『財産上の利益となるものを
与える、または与える約束をすること』です。選挙に
関する、関しないを問わず、選挙区内への人や団体へ
の寄附は全て禁止されています。

政治家は、選挙区内の人に、答礼のための自筆による
ものを除き、年賀状、寒中見舞状、暑中見舞状その他
これらに類するあいさつ状を出すことができません。
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を

受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
方
の
み
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

こ

●
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係 　
☎
２
２
‐
３
１
６
７

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当

す
る
か
否
か
は
（
年
金
額
が
手
当

額
よ
り
も
低
い
か
ど
う
か
）
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

●�お子さんを養育している祖父母などが、低額の老齢年
金を受給している場合
●�父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受
給している場合
●�母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の
遺族厚生年金のみを受給している場合　など

支給開始日

●�手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、
これまで公的年金を受給していたことにより児童扶養
手当を受給できなかった方のうち、平成 26 年 12 月
1 日に支給要件を満たしている方が、平成 27 年 3 月
までに申請した場合は、平成 26 年 12 月分の手当か
ら受給できます。
●�平成 26 年 12 月～平成 27 年 3 月分の手当は、平成
27 年 4 月に支払われます。

　
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
平
成
27
年
４

月
以
降
の
軽
自
動
車
税
額

が
下
表
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。
軽
自
動
車
の
う
ち

13
年
を
経
過
し
た
車
両
に

つ
い
て
は
、
環
境
配
慮
の

た
め
平
成
28
年
度
か
ら
20

㌫
の
税
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
原
動
機
付
き
自

転
車
及
び
二
輪
車
、
小
型

特
殊
車
な
ど
の
税
額
も
平

成
27
年
４
月
か
ら
改
正
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
本
紙

７
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
市
役
所
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
４
月
か
ら
軽
自
動
車
税
の
額
が
変
わ
り
ま
す

国

●
税
務
課 

市
民
税
係 　
☎
２
２
‐
３
１
４
８

車両区分
平成２７年度から 平成28年度から

平 成 27 年 3 月 31
日以前に取得した車両

（13 年経過車両除く）

平成 27 年 4 月 1 日
以後に新規登録検査
を受け取得する新車

最初の新規登録検
査 か ら 13 年 を 経
過した車両 *

軽自動車（自家用乗用）

四
輪
以
上

7,200 円 10,800 円 12,900 円

軽自動車（営業用乗用） 5,500 円 6,900 円 8,200 円

軽自動車（自家用貨物） 4,000 円 5,000 円 6,000 円

軽自動車（営業用貨物） 3,000 円 3,800 円 4,500 円

軽自動車 三
輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

● 軽自動車税の年額（平成 27 年度分以降）

* 動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・
ガソリン電力併用の軽自動車並びに被けん引車を除く。



　
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
70

歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
下
記
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
も
所

得
要
件
が
細
分
化
さ
れ
、
み
な
さ
ん

の
所
得
に
応
じ
た
医
療
費
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
以
上
の
方
の
自
己
負

担
限
度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

23 広報あそ 2014.12

平
成
27
年
１
月
か
ら
国
保
の
高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

●
ほ
け
ん
課 

国
保
・
年
金
係
☎
２
２
‐
３
１
４
５

平
　医療機関に支払った１ヵ月の一部負
担金が一定額（自己負担限度額）を超
えた場合、超えた一部負担金が国民健
康保険から高額療養費として払い戻さ
れる制度です。
　申請には保険証、領収書、印鑑、振
込口座がわかるものをご持参ください。

高額療養費ってなに？

▶▶▶７０歳未満の方の自己負担限度額

区分 所得要件 自己負担限度額

A 上位所得者 600 万円超 150,000 円＋（総医療費－ 500,000 円）× 1％

（83,400 円）

B 一般 600 万円以下 80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％

（44,400 円）
C 住民税非課税 住民税非課税の世帯 35,400 円（24,600 円）

●平成 26 年 12 月まで

●平成 27 年 1 月から
区分 所得要件 自己負担限度額

ア
上位所得者

901 万円超 252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× 1％

（140,100 円）

イ 600 万円超～ 901 万円 167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）× 1％

（93,000 円）

ウ
一般

210 万円超～ 600 万円 80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％

（44,400 円）
エ 210 万円以下 57,600 円（44,400 円）
オ 住民税非課税 住民税が非課税の世帯 35,400 円（24,600 円）

※所得要件は基礎控除後の所得が表中に記載されている金額に該当する世帯です。
※（　　）内は年４回以上該当した場合に４回目から適用されます。
※�同一医療機関における自己負担では上限額を超えない場合でも、複数の医療機関
の一部負担金を合算して計算します。（７０歳未満の方は同一医療機関の一部負担
金を合算して 21,000 円を超える必要があります。）
※所得の申告がない場合は上位所得者とみなされます。

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を

助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
被

保
険
者
の
方
が
、
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
場
合
に
要
綱

に
基
づ
き
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
補
助
金
の
額

▼
１
日
ド
ッ
ク

５
０
０
０
円

▼
２
日
ド
ッ
ク

　
１
０
０
０
０
円

※ 

特
定
健
診
と
併
用
し
て
の

補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

 

保
険
証
、
領
収
書
、
受
診

結
果
票
、
印
鑑
、
振
込
口

座
が
わ
か
る
も
の

●
問
い
合
わ
せ　

　
ほ
け
ん
課
国
保
・
年
金
係

☎
２
２
‐
３
１
４
５
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広
告

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

阿
蘇
市
成
人
式

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
１
月
11
日
日　

　

 

午
前
10
時
開
式
（
午
前
９
時
か

ら
受
付
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館（
内
牧
）

●
対
象
者　

▼ 

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▼ 

阿
蘇
市
内
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
及
び
阿
蘇
市
在
住
の
人

問
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係　

☎
２
２
‐
３
２
２
９

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た

　

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
平
成
25
年
８
月
に
発
生
し
た

福
知
山
花
火
大
会
火
災
を
踏
ま

え
、
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
な
ど
多
数
の
者
が
集
ま
る

催
し
に
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
、
火
災
予
防
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
露
店
な
ど
を
出
店
す
る
方
へ

　

 

多
数
の
者
が
集
ま
る
催
し
に
出

店
す
る
露
店
・
屋
台
等
で
対
象

火
気
器
具
（
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
発

電
機
等
）
を
使
用
す
る
場
合

は
、
次
の
二
つ
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

❶
消
火
器
の
準
備

❷
露
店
な
ど
の
開
設
届

※ 

露
店
な
ど
の
開
設
届
は
、
開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
消
防
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
家
族
で
行
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

保
育
園
で
保
護
者
な
ど
が
主
催

す
る
も
ち
つ
き
大
会
の
よ
う
な

催
し
は
対
象
外
で
す
。

●
催
し
を
主
催
さ
れ
る
方
へ

　

 

主
催
者
が
出
店
を
認
め
る
露

店
・
屋
台
等
の
数
が
１
０
０
店

舗
を
超
え
る
規
模
の
屋
外
で
の

催
し
の
う
ち
、
消
防
署
長
が
火

災
予
防
上
危
険
で
あ
る
と
認
め

る
も
の
は
「
指
定
催
し
」
と
し

て
指
定
し
ま
す
。 

そ
の
「
指
定

　

 

催
し
」
の
主
催
者
に
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

❶
防
火
担
当
者
の
選
任

❷ 

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関

す
る
計
画
の
提
出

※ 

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関

す
る
計
画
の
提
出
は
、
催
し
を

開
催
す
る
日
の
14
日
前
ま
で

に
、
消
防
署
長
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

14
日
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
30
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

　
消
防
本
部
予
防
課

☎
３
４
‐
０
１
１
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

お
知
ら
せ

242014.12 広報あそ 

『広島市土砂災害義援金』への
ご協力ありがとうございました

　８月２０日に広島市で発生した土砂災害
では多くの方の命、財産が奪われました。
同じ痛みを知る阿蘇市でも支援ができない
かと、阿蘇市役所及び各支所に義援金箱を
設置し、市民の皆さまに募りましたとこ
ろ、総額８０４，２８１円が寄せられまし
た。下記のとおり全額を広島市に送金し
たことをご報告いたしますとともに、市
民の皆さま方のお気持ちに心から感謝申し
上げます。
●受付期間　８月２５日～１０月３１日
●義援金額　８０４，２８１円
●送金先　広島市役所
●�送金方法　５回に分け送金（熊日日新聞
社広島市土砂災害義援金窓口４回、広島
市災害義援金窓口１回）

（問い合わせ）　市役所総務課☎ 22-3111
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マ
に
、
税
理
士
、
弁
護
士
の
二
人

の
法
律
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く

ご
説
明
し
ま
す
。

●
と
き　
１
月
14
日
水

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

●�

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
別
途
実
費
必
要
）　

●
定
員　
30
人

●
募
集
期
限　
12
月
26
日
金
ま
で

問
熊
本
県
農
業
会
議

☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
３
３
３
３

生
涯
現
役
無
料
個
別
相
談
会

　
再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画
し

た
い
な
ど
、
生
涯
現
役
を
め
ざ
す

55
歳
以
上
の
皆
様
の
お
悩
み
に
１

対
１
で
お
応
え
し
ま
す
。

●�

と
き　
毎
月
第
３
水
曜
日
（
12

月
17
日
・
１
月
21
日
・
２
月
18

日
・
３
月
18
日
）　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

●
対
象
　
55
歳
以
上
の
人

問
総
合
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
２
２
３
‐
５
７
２
６

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐

３
４
１
‐
０
８
６
０
）
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

第
２
回
農
業
法
人

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
（
事
務
局：熊
本
県
農
業
会
議
）

で
は
、
県
内
の
農
業
法
人
の
役
員

及
び
幹
部
職
員
等
を
対
象
に
し
た

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
講
座
で
は
「
こ
れ
か
ら

の
事
業
継
承
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

25 広報あそ 2014.12

農
地
貸
し
借
り
希
望
者
募
集

　
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
業

経
営
を
縮
小
す
る
方
な
ど
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家
な

ど
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る

た
め
に
は
、
機
構
の
「
借
受
希
望

者
の
募
集
」
に
応
募
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
募
集
期
間
は
１
月

５
日
～
30
日
、
次
回
は
５
月
）

　
『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た

い
』
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
機
構
に
農
地
の
貸
し
付

け
を
希
望
す
る
方
も
募
集
し
て
い

ま
す
。（
貸
し
付
け
の
募
集
は
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。）

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県

農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

市
役
所
、
Ｊ
Ａ
の
窓
口
に
備
え
付

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４

問
市
役
所
農
政
課

☎
２
２
‐
３
２
７
４

相

談

募

集

広
告
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借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい
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わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

　
「
わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス

タ
」
を
１
月
24
日
土
に
、
く
ま
も

と
県
民
交
流
会
館
で
開
催
し
ま

す
。

　
子
ど
も
の
も
の
づ
く
り
や
体
験

活
動
を
中
心
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
、
昨
年
映
画
・
ド
ラ
マ
化
漫
画

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

の
著
者
岡
野
雄
一
氏
に
よ
る
基
調

講
演
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
な
ど

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
生
涯
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
４
３
１
２

「
モ
ン
サ
ン
ト
の
不
自
然

な
食
べ
も
の
」

上
映
会
＆
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
植
え
な

い
地
域
運
動
（
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
）
の
全
国
集
会
が
阿
蘇
市

で
開
か
れ
ま
す
。
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

深
め
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
12
月
16
日
火

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
５
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

●
内
容　
上
映
会
＆
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

▼ 

上
映
会
「
モ
ン
サ
ン
ト
の
不
自

然
な
食
べ
も
の
」

▼
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ「
天
笠
啓
祐
氏
」

●
入
場
料　
５
０
０
円

問 

実
行
委
員
会
事
務
局
（
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
内
）

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
８
１
４
５

自
己
理
解
セ
ミ
ナ
ー

in
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

　
「
自
分
を
知
る
」
と
、
自
分
の

欠
点
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
長
所

を
伸
ば
し
や
り
た
い
こ
と
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
自
分
と
向
き
合
う
貴
重
な
時
間

を
つ
く
り
、
就
職
活
動
に
活
か
し

ま
し
ょ
う
！

●
と
き　
12
月
19
日
金

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

●
参
加
料　
無
料
（
予
約
不
要
）

●�

講
師　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
榎
本
篤
子
氏

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
７
４
‐
０
０
０
７

広
告

催

し

み ん な の 広 場

小学生バレーボール メンバー募集

　こんにちは、阿蘇ヤン
グバレーボールクラブで
す。
　バレーボールに興味の
ある男の子・女の子、体
力づくりをしたい小学生を募集しています。
バレーボールの基礎から、また体づくりか
ら個人に合った指導をしていきます。まず
は、体験してみませんか？
　週２回（火・木）練習を行っています。
週１回の参加もＯＫです。１ヶ月間体験、
無料です。見に来られませんか？
分からない点はお気軽にお尋ねください。

（問い合わせ）江藤☎ 090-2588-7044

交 通 事 故 防 止 運 動

年末年始は、人や車の動きが慌ただしく
なり、飲酒の機会も増え、交通事故が発
生しやすい傾向にあります。
早めの前照灯点灯や思いやりのある運転
を心がけるとともに、飲酒運転などに注
意しましょう。

12月21日　～　1月3日
飲酒運転の根絶

高齢者の
交通事故防止

シートベルトとチャイルドシートの全席着用の徹底

自転車の
安全利用の推進

年末
年始

【運動重点】

㉄市役所総務課�防災交通係☎ 22-3111
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広
告

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 1 件 10 件 3 件  減
林 野 1 件 3 件 2 件  増
車 両 0 件 3 件 ー件  ー
その他 0 件 2 件 2 件  減

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の 動 き

件数 累計 前年同期比
発生事故 6 件 82 件 15 件  減
死 者 0 人 1 人  3 人  減
負傷者 7 人 111 人 31 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 27,896 人 4 人 減
男 性 13,150 人 7 人 減
女 性 14,746 人 3 人 増
世 帯 11,290 世

帯 3 世
帯 増

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 696.7㌧ 4.7㌧  減
資源ごみ 62.4㌧ 1.1㌧  減
不燃ごみ 22.1㌧ 5.2㌧  減
1 人当たりの量 893㌘ 9㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（10月31日時点）

（10月期）

（10月期）

（10月期）

あれから 10年後のあなたへ・・。

一の宮地区の皆さま、
お正月にタイムレターをお届けします♪

　一の宮地区の皆さま、一の宮町閉町記念とし
て、10 年後の自分や家族、友人宛に書いたタ
イムレターを覚えていますか？
　当時手紙を書かれた皆さま宛てに、阿蘇市誕
生 10 周年を記念して、平成 27 年 1 月 1 日に
タイムレターをお届けします。
　なお、手紙は当時皆さまに作成いただいた宛
名及び住所にてお送りさせていただきます。転
居などによりお手元に届かない場合もございま
すので、あらかじめご了承ください。
※ 旧阿蘇町地区の方が作成したタイムレター
（20 年後の自分宛て）は１０年後の発送とな
ります。

問財政課 企画係　☎２２ ‐ ３２０４

　
第
９
回
阿
蘇
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
が
11
月
９
日
、
阿
蘇
リ
ゾ
ー

ト
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
と
し
は
、
市
内
企
業
の
皆
さ
ま
に

協
賛
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
も
昨
年
よ

り
も
大
幅
に
増
え
１
２
２
名
の
方
々
が

参
加
し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●収益金　416,883 円
※�阿蘇市社会福祉協議会に
寄付いたしました。

●成績
《ネット部門》
優　勝　今村浩文
準優勝　杉本素一
第３位　武城英樹

《ベストグロス賞》
　　　　山口光雄
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年末年始の各種お知ら
せ

 
ごみ収集

　12月 31日水から１月4日
日までのごみ収集はお休みで
す。お間違えの無いようお願
いします。
●年末　�12 月 30 日火までは

通常どおり
●年始　�１月 5日月から通常

どおり
※土、日曜の収集は行ないません。
問市役所市民課　☎ 22-3135

 ごみの直接持ち込み

　12 月 31 日水から１月 4 日
日までは、未来館はお休みです。
　年末は、ごみの直接持ち込
みが多くなり、施設内が混雑
しますので、事故及びトラブ
ルなどには、十分ご注意くだ
さい。また、持ち込みの際に
にも、ごみの分別、指定ごみ
袋の使用をお願いします。
●年末稼働
▶ 12月 29日月までは通常どおり
▶ 12月 30日火　8:30～ 11:30
●年始稼働
▶ 1月 5日月から通常どおり
問市役所市民課　☎ 22-3135

  し尿汲み取り・浄化槽   
 汚泥運搬・清掃等

　し尿汲み取りは、各事業者
で年末年始の休みが異なりま
すので、直接お問い合わせく
ださい。

 阿蘇中部斎場

　１月１日の火葬及び霊柩業
務は休みです。受付は通常ど
おり行います。
問阿蘇中部斎場　☎22-0092

 証明書自動交付機

　本庁及び内牧支所に設置し
ています証明書自動交付機
は、年末年始の取り扱いを休
止します。各種証明書が必要
な方は、この期間以外にご利
用ください。
●休止期間
　12月 31日水～ 1月 3日土
●発行証明書の種類
・住民票の写し
・住民票記載事項証明書
・印鑑登録証明書
・所得証明書
・課税台帳記載事項証明書
問市役所市民課　☎ 22-3135
問市役所税務課　☎ 22-3148

 パスポート申請受付・交付

　12月 27日土～ 1月 4日日
のパスポート業務は休みとな
ります。
●交付までの所要日数
★市役所市民課　11日
★内牧・波野支所　13日
※閉庁日を除く日数です。
※�審査によって交付日が遅れ
る場合もありますので、十
分に余裕を持って申請され
てください。

●交付予定日

問市役所市民課　☎ 22-3135

 公共施設の営業

●阿蘇坊中温泉「夢の湯」
▶ 12月 31日水～１月２日金
　10:00 ～ 20:00
　（受付 19:00 まで )
▶ �12 月 30 日火まで及び１月 3
日土以降は通常どおり営業。
▶１月は5日月と 19日月が休館日。
【問い合わせ】☎３５－５７７７

●アゼリア 21
▶ 12月 30 日火～１月 3日土
　10:00 ～ 21:00
　�（受付は温泉 20:20 まで、
プール 20:00 まで )
▶�１月４日日以降は通常どお
り営業。
▼トレーニングセンターは 12月
30日火～１月３日土まで休館。
【問い合わせ】☎２２‐５３１１

●ファミリーパークあそ☆ビバ
▶ �12 月 29 日月～１月 3日土
まで休園
※�その他の公共施設については、
直接お問い合わせください。

【問い合わせ】☎３２－５０１１

申請日
交付日

本庁 支所
12月9日 12月24日 12月26日
12月10日 12月25日 1月5日
12月11日 12月26日 1月6日
12月12日 1月5日 1月7日
12月15日 1月6日 1月8日
12月16日 1月7日 1月9日
12月17日 1月8日 1月13日

2015年の干支は羊（ヒツジ）です。
羊のようにあったかい1年になりますように。
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阿 蘇 支 部

改
　１０月２６日、２７日に天草市で視察研修を行
いました。天草市食改との交流会では、合わせて
30 名が参加し、グループに分かれ組織体制や会
員の高齢化に伴う会員数の減少について、会員を
増やすための対策や工夫、会員の養成内容、保育
園・小・中学校での食育活動の内容などについて
意見交換を行いました。
　また、天草市に伝わる魚料理のレシピの紹介や
お互いの協議会の特徴的な活動について発表。天
草市では広報誌やケーブルテレビを使った料理紹
介、阿蘇市では広報誌やインターネットテレビ、
お知らせ端末で地産地消料理の紹介していること
を発表しました。
　意見交換の中で、天草市のある中学校では、生
徒が自分で釣ってきた魚のさばき方を指導してい
るという、天草ならではの地域性を活かした活動
内容に感銘を受けました。

　今回の交流会を通じて、互いの食改が地域の中
で地域住民の健康を守るために活動していること
が理解できました。今後、阿蘇支部においても、
地域に密着した阿蘇ならではの食改活動を続けて
いきたいと思います。

（阿蘇支部長　阿南眞佐子）

阿蘇支部視察研修 in 天草市

陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験

　高等工科学校生徒とは、将来、陸上自衛隊において高機能化・システム化された装備品を駆使・
運用するとともに、国際社会においても自信をもって対応できる自衛官となる者を養成するた
めに中学校卒業予定者等を対象に採用する制度です。
　貸費学生とは、現在、大学および大学院（専門職大学院を除く）で医学、歯学、理学、工学
を専攻している学生で、卒業（修了）後、その専攻した学術を活かして引き続き自衛隊に勤務
する意志を持つ者に対し防衛省より学資金が貸費される制度です。

＜問い合わせ＞自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５

陸上自衛隊高等工科学校生徒・ 貸費学生採用試験

募集人員 資格 受付期間 試験期日 試験種目 待遇等
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

約２６０名
（予定）

中卒（見込含む）、１７
歳未満

１１月１日土
～

１月９日金

【１次試験】
１月２４日土
（試験場）

阿蘇市

国・社・数・理・英（択
一式）・作文（５００

字程度）

【生徒手当】
月額９４, ９００円

【期末手当】
２回（６月・１２月）
※週休２日制、
祝日・年末年始
休暇等

【２次試験】
２月５日木～
２月８日日

の指定する１日

【１次合格者】
口述試験・身体検査

貸
費
学
生
（
技
術
）

約１０名
（予定）

大学の理学部・工学部の
３・４年次、または大学
院を終える年の４月１日
現在で２６歳未満・大学
院在学者は２８歳未満

１２月１日月
～

１月９日金

１月３１日土
【試験場】

陸上：健軍駐屯地
海上：徳島基地

英・数・物・化・
小論文・口述試験・

身体検査
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 13 回 一 の 宮 中 学 校
所在地／阿蘇市一の宮町宮地
生徒数／ 271 人　　創立／昭和 22 年　
学校長／岩切 昭宏　　教頭／中尾 幸治

生
徒
の
姿
を
通
し
た
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
！

●School Profile

Part2

一中生が頑張ること「一中ブランドづくりＡＢＣＤ（下右写真）」は、一中生の合い言葉です。
一中生であることに誇りを感じ、一の宮が大好きな子どもたちです。
今年は、一中生の頑張りを保護者・地域の皆様に多くの場面で見ていただきました。
根づき、つながり、広がる一中ブランドを目指して、これからも頑張ります！

『
授
業
マ
イ
ス
タ
ー
』
認
定
！

　

熊
本
県
教

育
委
員
会

の
事
業
の

中
に
、「
授

業
マ
イ
ス

タ
ー
」
認
定

事
業
が
あ
り

ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
授

業
や
他
の
職

員
へ
の
指
導
力
に
秀
で
た
教
員
を
「
授

業
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
す
る
制

度
で
す
。

　
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
授
業
マ

イ
ス
タ
ー
」
の
秀
で
た
指
導
力
を
公
開

授
業
な
ど
を
通
じ
て
広
く
県
下
の
教
員

に
伝
授
し
て
い
ま
す
。

　

一
の
宮
中
学
校
の
中
川
真
理
子
先
生

も
本
年
度
、
授
業
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。（
阿
蘇
郡
市
で
は
、

２
名
の
認
定
者
。
も
う
１
名
は
、
阿
蘇

中
の
鶴
田
浩
先
生
）
こ
の
写
真
は
、
10

月
24
日
に
行
わ
れ
た
授
業
の
よ
う
す
で

す
。
数
学
科
の
マ
イ
ス
タ
ー
授
業
に
よ

り
、
教
職
員
の
授
業
力
を
高
め
る
す
ば

ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

りんどう祭（文化祭）
保護者からの感想

３人の子どもがお世話に
なりましたが、１回も「り
んどう祭」を見に来たこ
とがありませんでした。
初めて見て、感動！感動！
でした。

※生徒が作成したイラスト
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阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然とともに遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感
性を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子ども
たちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.33



阿蘇地区　東コース
１２月１０日水・１月１４日水
西役犬原公民館　　　　　
　　13:30 ～ 13:50
竹原公民館　　　　　　　
　　14:00 ～ 14:20
猿渡製材所前　　　　　　
　　14:30 ～ 14:50
坊中公民館　　　　　　　
　　15:00 ～ 15:20
佐伯商会前　　　　　　　
　　15:25 ～ 15:45

阿蘇地区　西コース
１２月１２日金・１月１６日金
赤水駅前　　　　　　　　
　　13:50 ～ 14:10
宮本酒店前　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:40

一の宮地区・波野地区
１２月１６日火・１月２０日火

波野保健福祉センター　　
　　10:50 ～ 11:20
坂梨公民館　　　　　　　
　　13:10 ～ 13:30
古城公民館　　　　　　　
　　14:20 ～ 14:50
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Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

※�

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

オ ト ナ の 読 書 案 内
　いよいよ師走です！
　あっという間の１年だったという方もそうでない方も、この寒い
時期はこたつの中でぬくぬくと過ごしていたいものではないでしょ
うか。しかしながら、年越しの準備に大わらわという方も少なくな
いでしょう。せめて、お正月はのんびりと過ごしていただければと
思います。
　そこで今号は、おとなの読書案内と題して、図書館で人気のコー
ナー【時代小説文庫】をご案内します。NHKドラマ「陽炎の辻」を
ご存知の方は多いと思います。その原作本である『居眠り磐音シリー
ズ』を始めとした多くのシリーズ本が【時代小説文庫】には揃って
います。時代小説文庫は、もちろん文庫サイズ（１５センチ）ですが、
従来のものより文字が大きいのが特徴です。
　また、シリーズが豊富で長いものでは４０巻越えのものもありま
す。図書館にあるおすすめの時代文庫シリーズをご紹介します。ぜひ、
図書館で大人の時間を過ごしてみてください。お待ちしています。

おはなしアップルのクリスマス会
　毎年恒例のクリスマス会を開催し
ます。ぜひ、お友だいやご家族で
遊びに来てください。たのしいお
話がもりだくさんのたのしいお話会
です♪
●と　き　12 月 13 日土
　　　　　午後２時から
●ところ　阿蘇図書館

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916
ASO LIBRARY NEWS図書館へ行こう！

【ホームページ】http://www.aso-lib.jp/

シリーズ本ラインナップ

無茶の勘兵衛日月録 酔いどれ小籐次留書
奥右筆秘帳 新・酔いどれ小籐次
織江緋之介見参 鎌倉河岸捕物控
御広敷用人大奥記録 交代寄合伊那衆異聞
お髷番承り候 密命
表御番医師診療禄 鬼役
勘定吟味役異聞 公家武者松平信平
将軍家見聞役元八郎 口入屋用心棒
妾屋昼兵衛女帳面 みをつくし料理帖
大江戸定年組 風の市兵衛
若さま同心徳川竜之助 はぐれ長屋の用心棒
新・若さま同心徳川竜之助 剣客同心鬼隼人
はぐれ同心闇裁き 八丁堀剣客同心
独り身同心 隠目付江戸日記
般若同心と変化小僧 居眠り同心影御用
居眠り磐音江戸双紙 夜逃げ若殿捕物噺
吉原裏同心 御宿かわせみ
古着屋総兵衛影始末 新・御宿かわせみ
新・古着屋総兵衛 藍染袴お匙帖
夏目影二郎始末旅
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
小
豆
を
植
え
た
こ
と

内
牧
小
学
校
５
年　
山
部　
優
太

　

八
月
の
あ
る
日
、
三
時
ぐ
ら
い

に
、
ぼ
く
は
ひ
ま
だ
っ
た
の
で
、
畑

の
方
に
行
っ
た
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
去
年
の
小
豆
の
種
が
あ
る
け
ん
植

え
ん
か
い
。
」

と
、
家
の
窓
を
開
け
て
、
大
き
い
声

で
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
前
に
小

豆
の
種
を
植
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た

の
で
、

「
は
ぁ
い
。
」

と
、
す
ぐ
に
答
え
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
家
の
方
に
行
き
ま
し
た
。

玄
関
に
入
る
と
、
い
つ
も
は
台
所
に

置
い
て
あ
る
小
豆
の
種
を
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
玄
関
に
持
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
入
っ
て
い
た

ビ
ン
の
半
分
ぐ
ら
い
に
、
小
豆
の
種

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
ぼ
く
が
持
っ
て
い
た
ふ
く
ろ

に
、
小
豆
の
種
を
パ
ラ
パ
ラ
と
、
び

ん
の
口
か
ら
少
し
ず
つ
出
し
て
こ
ぼ

れ
な
い
よ
う
に
入
れ
ま
し
た
。
畑

は
、
い
も
な
ど
が
植
え
て
あ
っ
た

の
で
、
小
豆
を
植
え
る
と
こ
ろ
が

ち
ょ
っ
と
で
よ
か
っ
た
の
で
、
種
も

少
し
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
び
ん
を
持
っ
て
台

所
に
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
外
に

出
て
、
機
械
の
種
を
入
れ
る
と
こ
ろ

に
ザ
ー
ッ
と
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
来
ま
し
た
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
今
日
は
晴
れ
て
い
る
ね
え
。
」

と
、
言
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
耕
し
て
あ
る
畑
の
上
を
機

械
を
お
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は

機
械
も
早
く
進
ん
で
は
か
ど
り
ま
し

た
。
去
年
も
機
械
を
お
し
て
植
え
ま

し
た
。

　
二
列
目
に
な
っ
た
と
き
、
手
や
足

が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
機
械
の
前
に

少
し
土
が
固
ま
っ
て
い
て
、
機
械
が

ち
ょ
っ
と
止
ま
る
の
で
、
ぼ
ぉ
ん
と

お
さ
れ
て
手
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

土
の
上
を
歩
く
の
は
難
し
く
な
か
っ

た
け
ど
、
お
し
な
が
ら
歩
く
の
で
、

足
が
疲
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

ゼ
ー
ゼ
ー
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
機

械
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
近
く
の
茶

園
に
よ
り
か
か
っ
て
休
み
ま
し
た
。

　
ま
た
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
去
年

の
機
械
と
ち
が
う
の
で
、
本
当
に
種

が
出
て
い
る
の
か
見
て
み
よ
う
か
と

思
い
ま
し
た
。
機
械
を
な
な
め
に
し

て
の
ぞ
き
こ
ん
だ
ら
、
土
が
つ
ま
っ

て
種
が
で
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
う

わ
あ
、
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き
つ
か
っ

た
の
に
ぃ
と
思
い
ま
し
た
。
機
械
に

つ
ま
っ
て
い
る
土
を
ぼ
う
で
、
が
さ

が
さ
と
っ
た
ら
、
つ
ま
っ
て
い
た
種

が
ば
ら
ば
ら
と
い
っ
き
に
出
て
き
ま

し
た
。
種
を
拾
っ
て
も
拾
わ
な
く
て

も
、
こ
こ
に
生
え
て
く
る
け
ん
、
い

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

い
か
と
思
っ
て
、
種
を
拾
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
ト
イ
レ
か
何
か
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
種
が
足
り
な
い
の
で
、
自
分
で

取
り
に
行
こ
う
と
思
っ
て
取
り
に

行
っ
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
出
て
き
て
、

「
ど
う
し
た
と
。
」

と
、
び
っ
く
り
し
た
顔
で
聞
き
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、

「
種
が
つ
ま
っ
て
、
多
分
途
中
か
ら

植
え
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
何
て
言
わ
れ
る
か

ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
な
あ
ん
ね
。
」

と
、
笑
い
な
が
ら
言
い
ま
し
た
。

あ
ぁ
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
う
す
む
ら
さ
き
の
小
豆

の
種
を
も
ら
っ
て
畑
へ
行
き
ま
し

た
。
植
え
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
け

ど
、
も
う
四
時
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
と
思
っ

て
、
急
い
で
さ
っ
き
の
途
中
か
ら
植

え
ま
し
た
。

　

植
え
て
か
ら
一
ヶ
月
た
っ
た
と

き
、
夕
ご
は
ん
を
食
べ
る
前
に
、
じ

い
ち
ゃ
ん
が
、

「
小
豆
の
芽
が
で
と
る
ば
い
。
」

と
、
言
い
ま
し
た
。
で
か
く
な
っ
て

い
る
か
な
あ
と
思
っ
て
、
家
の
中
か

ら
畑
を
見
た
ら
、
一
部
分
だ
け
芽
が

　
優
太
さ
ん
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
行
っ
た
田
植
え
や

稲
刈
り
で
も
、手
つ
き
が
よ
く
、

て
き
ぱ
き
と
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
。
優
太
さ
ん
は
、
よ
く
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
以
前
、
小
豆
を
植
え
た

こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
今
回
は
、
小

豆
を
植
え
る
こ
と
を
自
分
一
人

に
任
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
き
つ

い
作
業
の
中
で
も
、
た
く
さ
ん

の
楽
し
み
を
見
つ
け
、
こ
つ
こ

つ
と
働
く
優
太
さ
ん
の
姿
か

ら
、
ま
た
一
つ
優
太
さ
ん
の
す

ば
ら
し
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ば
っ
と

種
が
こ
ぼ
れ
た
と
こ
ろ
は
ち
っ
ち
ゃ

な
森
み
た
い
に
生
え
て
い
ま
し
た
。

生
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
て
、
し

ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
早
く
小
豆

で
作
っ
た
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ぜ
ん
ざ
い

を
食
べ
た
い
で
す
。



相　談

●１２月　９日㊋　４ヵ月児健診
●１２月　９日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●１２月１６日㊋　３歳児健診
●　１月　６日㊋　７～８ヵ月児健診
●　１月２７日㊋　１歳６ヵ月児健診

●１２月１４日㊐　栗林内科医院　　☎ 24-1024
●１２月２１日㊐　眼科古嶋医院　　☎ 34-0008
●１２月２３日㊋　家入整形外科　　☎ 32-0048
●１２月２８日㊐　大阿蘇病院　　　☎ 22-2111
●　１月　１日㊍　問端内科　　　　☎ 32-0102
●　１月　２日㊎　たくもと小児科クリニック　☎ 34-2202
●　１月　３日㊏　古閑医院　　　　☎ 22-3000
●　１月　４日㊐　小野主生医院　　☎ 32-0039

在宅医

健　診

心配ごと相談
● 12月 18日㊍・1月 8日㊍　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 12月 15日㊊・1月 5日㊊　10:00 ～ 15:00�農村環境改善センター
●12月 8日㊊・22日㊊　10:00 ～ 15:00�一の宮保健センター
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●12 月９日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●12 月 17 日㊌・1月 7日㊌　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

障がい者相談（就業・生活）
●12 月 16 日㊋　10:00 ～ 12:00　阿蘇市役所
　問市役所福祉課　☎ 22-3167

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●2 月 19 日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局�☎096-293-2272

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●１２月１３日㊏　保育園の餅つきに参加しよう
●１２月１７日㊌　牛乳パックで小物を作ろう
●１２月２４日㊌　計測日・クリスマスパーティー
●　１月　７日㊌　お正月遊びを楽しもう
●　１月１４日㊌　ゆび編みをしてみよう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●１２月１１日㊍　調理実習（就業改善センター）
●１２月１５日㊊　お正月飾り作り
●１２月１６日㊋　編み物教室
●１２月１９日㊎　英語で遊ぼう
●１２月２２日㊊　手作りおもちゃ作り
●１２月２５日㊍　誕生会・計測日
●　１月　６日㊋　お正月伝承遊び
●　１月　８日㊍　牛乳パックで遊ぼう

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●１２月１０日㊌　英語で遊ぼう
●１２月１７日㊌　誕生会・クリスマス会・体験試食会 
●１２月１８日㊍　お手玉作り
●１２月２４日㊌　作って遊ぼう
●１２月２５日㊍　ぴよぴよ餅つき会
●　１月　７日㊌　計測日・お正月遊び・ほっとタイム
●　１月　８日㊍　親子触れ合い体操
●　１月１４日㊌　英語で遊ぼう

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

イベント

くらし
カレンダー
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●１２月　７日㊐　第 10 回阿蘇市民地域対抗駅伝大会
　　　　　　　　　（市役所スタート・ゴール）
●１２月１４日㊐　衆議院議員総選挙投開票
●１２月２３日㊋　阿蘇土地改良区総代選挙
●　１月１０日㊏　阿蘇市消防団出初式（農村公園あぴか）
●　１月１１日㊐　阿蘇市成人式

●１２月２６日㊎　阿蘇市役所
　　　　　　　　　（9:30～ 12:00/13:15～ 16:00)

問市役所ほけん課　☎ 22-3145

献　血

要予約

要予約

※阿蘇医療センター夜間診療：毎週金曜 19時～ 21時

要予約

美味しいスイーツ勢ぞろい！

阿蘇 de

スイーツめぐり 好評開催中！

season6

H26・10・1 ▶ H27・3・31
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材　料（４人分）
●とりもも肉 200㌘　●酒 少々　
●塩コショウ 少々　●ピーマン 120㌘
●ニンジン 200㌘　●タマネギ 200㌘
●ショウガ 1 かけ　●ニンニク 1 かけ
●しょうゆ 大さじ 3　●砂糖 大さじ 2　
●酢 大さじ 4

作 り 方
❶�とり肉の片面に酒、塩コショウをふる。
❷�ピーマン、ニンジンは千切り、タマネギは薄切りに

し、蒸す。
❸フライパンで❶の皮の面を焼き、蒸し焼きにする。
❹ショウガ、�ニンニクをみじん切りにし、Aを混ぜてソー
　スを作る。
❺�とり肉が焼けたら食べやすい大きさに切り、❷をのせ、

ソースをかける。

FRESH  MAN

発
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／
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笹原 裕
ゆうへい

平 さん（25歳）　住所:宮地　
㈲清峰院、フラワーハウスみはな 勤務

FRESH  MAN

食生活改善推進員協議会

地

産地消

C ooking!

〔趣味〕ダーツ
〔特技〕写真　
〔好きな言葉〕
　継続は力なり
〔好きな女性のタイプ〕
　優しく明るい方
〔 阿蘇の好きなところ〕　
　景色豊かな自然

Ｑ．仕事の内容　
　�お葬式全般、生花・造花小売
Ｑ． 仕事で、日頃から心がけていること
　�気配り、姿勢

さわやか

フレッシュマン
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一年中手に入るニンジンですが、寒さで甘み
が増すため、冬が旬とされています。ニンジ
ンは野菜の中でも消化しやすく、免疫を強め
るビタミンＡが多く含まれます。体調を崩し
やすい冬の体にやさしい野菜です。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

ショウガ入りソースでポカポカ
チキンと野菜の香味ソースかけ

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

🅰


